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子音  母音 
タイ文字 ローマ字表記  タイ文字 ローマ字表記 
 先頭子音 末子音  อะ / อ-ั / รร- / อา a 
ก k k  รร (ไม่มีตวัสะกด) an 
ข ฃ ค ฅ ฆ  kh K  อาํ am 
ง ng  ng   อิ / อี i 
จ ฉ ช ฌ ch t   อึ / อือ ue 
ซ ทร(เสียง ซ) ศ ษ ส s t  อุ / อู u 
ญ y n  เอะ / เอ-็ / เอ e 
ฎ ฑ (เสียง ด) ด d t  แอะ / แอ ae 
ฏ ต t t  โอะ / - (โอะลดรูป) / โอ / เอาะ / ออ o 
ฐ ฑ ฒ ถ ท ธ th  T  เออะ / เอิ- / เออ oe 
ณ น n n  เอียะ / เอีย  ia 
บ b p  เอือะ / เอือ uea 
ป p p  อวัะ / อวั / -ว- ua 
ผ พ ภ ph p  ใอ / ใอ / อยั / ไอย / อาย ai 
ฝ ฟ f p  เอา / อาว ao 
ม m m  อุย  ui 
ย y -  โอย / ออย oi 
ร r n  เอย  oei  
ล ฬ l n  เอือย ueai 
ว w -  อวย uai 
ห ฮ h -  อิว io  
    เอว็ / เอว eo 
    แอว็ / แอว aeo 
    เอียว iao 
    ฤ / ฤา  rue 
    ฤ- ri 
    ฤ (เสียง เรอ) roe 
    ฦ / ฦา lue 
                                                        




























―アピシット・ウェーチャチーワ・タイ元⾸相、2015年 2⽉ 6⽇3― 
第 1節 問題の所在 





                                                        
1 Baviera, Aileen San Pablo. (2002). “Perceptions of a China Threat: A Philippine Perspective ", in Herbert Yee and Ian Storey (eds.), The China Threat: 
Perceptions, Myths and Reality. New York: Routledge Curzon, p. 259. 
2 「馬蒂斯：中国試図恢復朝貢体系併在国際復制威権模式」Voice of America ［中国版］（2018年6月16日）
<https://www.voachinese.com/a/mattis-china-tribute-states-20180615/4441178.html>（アクセス2018年7月1日） 
3 Abhisit Vejjajiva. (2015 February 6). Benjamin Zawackiによるインタビュ .ー Benjamin Zawacki. (2017). Thailand: Shifting Ground between the 

































                                                        
4 佐藤考一（2012）『中国脅威論とASEAN諸国―安全保障・経済をめぐる会議外交の展開―』勁草書房. 





























                                                        
6 西田芳弘（2006）「中国の台頭をめぐる諸問題 ：米国における認識を中心として」『レファレンス 』56 (5), pp. 5-18. 
7 ①2014年：Pew Research Center. (2014). “Chapter 2: China’s Image”. <http://www.pewglobal.org/2014/07/14/chapter-2-chinas-image/> (Retrieved 
2018 June 30) 対象者：44か国（各国の対象者は、中国3,190人程度、インド2,464人程度、それ以外は1000人程度である）
調査期間：2014年3月〜6月. ②2015年：Pew Research Center. (2015). “2. Views of China and the Global Balance of Power”. < http://www.pewglobal.org/2015/06/23/2-views-of-
china-and-the-global-balance-of-power/> (Retrieved 2018 June 30). 対象者：40か国（各国の対象者は、中国3,649人、ウクライナ2,079
人、インド2452人、それ以外は1000人程度である）調査期間：2015年4月〜5月. ③2016年：Pew Research Center. (2016). “3. China and the Global Balance of Power”. < http://www.pewglobal.org/2016/06/29/3-china-and-the-
global-balance-of-power/> (Retrieved 2018 June 30). 対象者：19か国（各国の対象者は、中国3,154人程度、インド2,464人、イギ
リス1,460人それ以外は1000人程度である）調査期間：2016年3月〜7月. ④2017年：Pew Research Center. (2017). “Globally, More Name U.S. Than China as World’s Leading Economic Power”. 


























カが第 2 位であり続けたが、2007 年に、中国との貿易総額がアメリカを超え、2013 年に日本を超えてか
ら、2018年現在まで第 1位を占め続けている。 
 両国の国民レベルの交流も盛んである。2012 年に『人再囧途之泰囧（Lost in Thailand）』という映画が
中国で上映されてから、中国の観光客が急増した。2017 年には、980 万人超え、全観光客の 27％は中国
人に占められた（表 1）。タイ人は中国観光客から全観光収入の 28％を稼ぎ出したのである（表 2）。
この数字は第 2位のマレーシア（335万人）と第 3位の韓国（170万人）を大きく引き離している。そし
て両国の交流を促進する組織がタイで次々と誕生した。代表的なものだけでも、タイ中友好協会（1976
                                                        




10 中国外交部（2018年）「中国同泰国的関係」（中国語）< http://www.fmprc.gov.cn/web/gjhdq_676201/gj_676203/yz_676205/1206 
_676932/sbgx_676936/>（アクセス2018年6月13日） 
11 中華人民共和国駐泰王国大使館  （2017年4月14日）「泰国詩琳通公主対中国進行第41次訪問」（中国語）










ると、2013 年に教育省が管轄している 1,524 カ所の教育機関で、中国語の授業が開設され、863,056 人の
学生が中国語を学んでいる。外国語として中国語を学ぶ学生の数は、第 1 位の英語に次いで、第 2 位で
ある12。 
表 1 タイの主要国との貿易額（2000年〜2017年） 





総額 輸出 輸入 順位 
貿易 




総額 輸出 輸入 
2000 4 6,226 2,836 3,390 1 25,610 10,232 15,378 2 22,187 14,870 7,317 
2001 4 6,569 2,873 3,696 1 23,710 9,945 13,765 2 20,360 13,200 7,160 
2002 3 8,453 3,555 4,898 1 24,754 9,950 14,804 2 19,657 13,509 6,147 
2003 3 11,691 5,689 6,002 1 29,431 11,356 18,074 2 20,689 13,596 7,093 
2004 3 15,257 7,113 8,144 1 35,785 13,492 22,294 2 22,709 15,503 7,206 
2005 3 20,326 9,168 11,158 1 41,123 15,090 26,033 2 25,680 16,997 8,683 
2006 3 25,332 11,728 13,604 1 42,054 16,386 25,668 2 29,037 19,450 9,588 
2007 2 31,072 14,847 16,225 1 46,501 18,119 28,382 3 28,910 19,416 9,494 
2008 2 36,347 16,191 20,156 1 53,628 20,094 33,534 3 31,698 20,275 11,423 
2009 2 33,149 16,119 17,029 1 40,748 15,724 25,024 3 25,035 16,661 8,373 
2010 2 45,711 21,473 24,238 1 58,164 20,308 37,856 3 30,878 20,200 10,677 
2011 2 56,752 26,251 30,501 1 66,076 23,870 42,205 3 35,177 21,784 13,393 
2012 2 63,990 26,870 37,121 1 72,183 23,445 48,738 3 35,306 22,786 12,520 
2013 1 64,960 27,233 37,727 2 63,314 22,231 41,083 3 37,582 22,953 14,629 
2014 1 63,582 25,084 38,498 2 57,205 21,698 35,507 3 38,470 23,891 14,580 
2015 1 64,798 23,732 41,065 2 51,291 20,055 31,236 3 37,920 24,056 13,864 
2016 1 65,830 23,800 42,030 2 51,154 20,481 30,673 3 36,541 24,500 12,041 
2017 1 73,670 29,433 44,237 2 54,347 22,310 32,037 3 41,401 26,537 14,864 
出所：Ministry of Commerce of Thailand. 13 
 









2013 26,546,725 4,609,717 1,207,145.82 188,912.67 
2014 24,809,683 4,631,981 1,172,798.17 200,658.69 
2015 29,923,185 7,981,407 1,457,150.28 388,694.10 
2016 32,529,588 8,757,646 1,633,497.55 452,990.55 
2017 35,381,210 9,805,753 1,824,042.35 524,451.03 




の 2 つが挙げられる。第 1 に、現在のタイ中関係は友好的ではあるが、敵対する時期がなかったわけで
はなく、両国関係は紆余曲折を経験してきた。1950年代に遡れば、当時の「赤色中国」（Chin Daeng）は
タイの最大の敵国であり、「悪魔」のような存在であった。その後の、1960年代から 1990年代まではタ
                                                        
12 Ministry of Education of Thailand. (2013). “Sor.por.thor Dan Paenphatthana Son Phasachin”［基礎教育委員会事務局 は中国語教程計画を推
進］.<http://www.moe.go.th/moe/th/news/detail.php?NewsID=35236&Key=hotnews> (Retrieved 2018 June 17). 
13 Ministry of Commerce of Thailand. (n.d.) “Kankha Thai”［タイ貿易］. 
<http://tradereport.moc.go.th/Report/Default.aspx?Report=TradeThCountryTrade > (Retrieved 2018 June 11). 
14 Ministry of Tourism and Sports of Thailand. (n.d.) “Sathiti Nakthongthiao”［観光客数統計］. 


























































 この論文は、この 3 つの問題に答えることを目的とする。そして、この 3 つの疑問に答えるため、以
下の分析の枠組みを設定した。 
 
第 2節 分析の枠組み 
以上の問題意識に基づき、本論文では次のような課題と方法を設定したい。 
 
第 1項 分析の視点 




















































 ② 比較の視点 
















                                                        
15 2000年代以降のタイ社会の対中認識を検討する研究は次の著作を挙げられる. ①Benjamin Zawacki. (2017).  Thailand: Shifting 
Ground between the US and a Rising China. London: Zed Books. ②Katewadee Kulabkaew. (2009). “ Sino-Thai relations during the Thaksin 
































































































































第 2項 概念の定義 
本論文で扱う「タイ人」と「中国」を以下のように定義した。 











                                                        
17村嶋（2002）「タイにおける華僑・華人問題」『アジア太平洋討究』4, p.35. 
18同上, pp.34-35. 







 ② 「中国」 
タイ中関係の歴史を概観する第 1 章以外、本論文が扱う「中国」とは、1949 年に建国した中華人民共
和国のことを指している。 
 




て、タイ立法機関のデータベース（Legislative Institutional Repository of Thailand）20に所蔵されている公文書






























るものである。④『Asia Parithat』(アシア・パリタット、1979 年〜現在)は、1979 年から 2015 年の現在ま









は、書籍、論文、『人民日報』、アメリカの資料としては、国立公文書記録管理局（National Archives and 
Records Administration）が所蔵しているアーカイブ・リサーチ・カタログ（ARC）23、合衆国政府出版局




                                                        
21 石井米雄 (1973)「日本黄禍特集の背景」『中央公論』88 (2) , pp.210. 
22 次のURLからアクセスできる。<http://tujournals.tu.ac.th/thammasatjournal/Issues.aspx> 
23 次のURLからアクセスできる。< https://www.archives.gov/> 















第 3節 先行研究の整理と本研究の意義 





第 1項 ASEANにとって、中国は「脅威」かどうかという視点とASEAN研究の限界 












                                                        
27次のURLからアクセスできる<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA> 
28 Yee, Herbert S. (2011). China’s Rise: Threat or Opportunity?. New York: Routledge. 
29 Storey, Ian. (2013). Southeast Asia and the Rise of China: The Search for Security. London: Routledge. 
30 ASEANと中国との関係を取り上げる研究として、上記の佐藤（2012）のほか以下を挙げられる。①Bronson Percival. (2007). 
The Dragon Looks South: China and Southeast Asia in the New Century. London: Praeger Security International.②松本三郎（1971）『中国外交
と東南アジア』（慶応義塾大学法学研究会叢書〈32〉）慶應通信。③青山瑠妙（2013）『中国のアジア外交』東京大学
出版会. 
31 佐藤考一（2012）『中国脅威論とASEAN諸国―安全保障・経済をめぐる会議外交の展開―』勁草書房, p.52. 
32 黒柳 米司（1998）「コメントASEAN諸国と <中国脅威論>(パネリストによる問題提起 (2))」大東文化大学『国際比較政治
研究』7, pp. 53-62.  
33 Chen, Ian Tsung-Yen and Yang, Alan Hao. (2013). “A Harmonized Southeast Asia? Explanatory Typologies of ASEAN Countries’ Strategies to the 
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第 3項 タイ人の対中認識研究とその問題点 
タイ人の対中認識に焦点を絞った研究として、以下の 6つを挙げることができる。 
Narumit（1984）68は 1949 年〜1984 年のタイ社会における中国認識を検討した。結論からいうと、
1933 年から 1973年までの中国のイメージは「悪魔」であり、この長い期間中、中国研究は統制されてい
たが、1973年 10月 14日から 1975年までの 1年間で、中国のイメージは「天使」へと一転し、1975年 7
月１月の国交正常化により、中国は「親友」に変わった。Ratiporn（201069、201170）は1948年〜1991年の
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ュラーロンコーン大学社会科学研究所（1978）74は、1974 年と 1977 年にタイ人の対中観と対日観に関す
る世論調査を行い、分析を加えた。 










る。 ② 特定の時点の中国認識に限定している 




関係を理解するのに重要であろう。 ③ ほとんどの研究は、政治問題に集中している。 
 以上に紹介した6つの研究は、国際情勢の変化やマクロ的な視点、政治的な視点から対中認識の転換を
検討したものであり、それ以外の多様な側面から対中認識に対する分析を行っていない。 
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「タイ国」による真実］. Bangkok: Khopfai. 
73 Khien Theeravit. (1975). Thatsana Khong Khon Thai Thi Mi To Chin Lae Yipun［タイ人から見た中国と日本］. Bangkok: Chulalongkorn 
University Social Research Institute. 
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第 4項 本論文の特徴 

































第 4節 本論文の構成 
 本論文は全 8 章で構成されている。序章は序論として、論文で提起した問題の背景、問題意識、先行
研究の整理、分析の枠組みについて記述している。第 1 章は、タイ中関係の概観を述べる。第 2 章から
第 5 章までは各時代のタイ人の対中認識を取り上げ、第 6 章では文化の視点からタイ中関係を分析する
ことを試みる。 
 第 2 章は、タノーム政権時代（1963 年〜1973 年）のタイ社会の中国認識を考察する。この期間中、反
共反中政策を維持した同政権は、世界の情勢に応じて中国に接近を試みた。この 10年間は、タイ中関係
が敵対から接近対象に変化した過渡期として捉えることができる。本論ではこの 10 年間を、①対中敵
対期（1963 年〜1968 年）、②調整期（1968 年〜1971 年）、③軍部の反撃期（1971 年）、④対中接近期
（1971 年〜1973 年）という 4 つの期間に分けて分析を行う。それぞれの時期において、政府はタイ中関
係についてどのように国民に説明したのか、政府、メディア、民間はどのような対中観を持っていたか
を中心に考察する。 











対日、対米、対中認識の相互関係と、内政と対外認識の関係という 2 つの視点から、この 3 年間のタイ
社会の中国認識の変化を考察する。 
 第 4章は、1977年から 1988年までのクリエンサック、プレーム政権期間の中国認識に焦点に当てる。
この 2 つの政権にとって、タイの国内安全を脅す共産党反政府勢力の活動は最も重要な国内問題であり、




頻繁に登場したことを指摘した。第 4 章の第 3 節では、「誠意」という言葉を切口として、1980 年代の
中国像について、複数の角度から描くことを試みる。 


































 本論文の対象とする期間はタノーム政権期（1963 年〜）から冷戦後終了（1990 年代）までであるが、
序章で述べたように、現在の中国認識は歴史の遺産であるため、歴史を遡って見る必要がある。1998 年
に外務省東アジア局第 3課は、タイ中関係の特徴として、上記の「3つの不在」を指摘した。 
 タイ中関係は第 2次世界大戦後、約 20年間イデオロギーの相違による敵対の時期を経験したものの、
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代目の王であるラームカムヘーン王により初めて使節を派遣した。Suebsaeng Promboon. (1971). Khwamsamphan Nai Rabop 
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5 小泉順子（2016）「二〇世紀初頭シャムにおける朝貢をめぐる記憶と記録：シャム国王モンクットによる『修好のために
赴く国王の使節に関する布告』を中心に」『東アジア近代史』20, p. 81. 
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意見に分けられた。National Archives of Thailand. (1978). Samphanthapap Thai-Chin ［タイ中関係］.Bangkok: National Archives of 
Thailand. pp. 208-243. 
































                                                        
8小泉順子（2011）「一八八〇年代中葉におけるシャムの對佛・對清關係」『東洋史研究』70 (1), p. 68. 
9 ウィリアム・スキナー（1988）『東南アジアの華僑社会—タイにおける進出・適応の歴史—』山本一訳 東洋書店, p. 36. 















様に、毎年 6 バーツの人頭税の支払いを義務づけることになった。ラーマ 5 世末期、孫文が中国の政治
舞台に登場したことで、革命の信念が中国に普及した。孫文が1903年と1907年にシャムに来たことで、
シャムの華人のナショナリズムを高揚させた。華人のナショナリズムは、歴代指導者に警戒された。指
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しなかった29。その後、1929 年に蕭仏成、1930 年に伍朝枢、1932 年に朱鶴翔が、国民政府から派遣され
たが、シャム側からは相手にされなかった30。1933 年、1936 年にも、中国政府の使節が派遣されたが、
タイ政府はこの態度を崩さなかった31。 





で勢力争いが発生した。1883 年 6 月、駐シャムフランス領事がラーマ 5 世に謁見し、トンキンに 500 人
ほど援軍を派兵することを要請した。それに対して、ラーマ 5世は 16人の王族と大臣に意見を求めたが、
派兵に賛成する意見は皆無であった。結局、シャムは援軍を派遣しなかった。小泉（2011）はこの事件
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交渉--シャム華僑保護問題をめぐって」『歴史学研究』692, pp.17-29. を参照。 
27 余定邦・陳樹森（2009）『中泰関係史』中華書局 , p. 254. 
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29余定邦・陳樹森（2009）前掲書（註27）pp. 255-257. 
30 ウィリアム・スキナー（1988）前掲書（註9）p. 139. 




























総会では日本 1国が反対し、シャム 1国が棄権したが、それ以外の 42ヵ国がすべて賛成した。この棄権
に対して、日本は「シャムからの日本への厚意の贈物」34として理解した。しかし、これは、1928 年か









33 タイ外務省綴本 NA.R.V. KT (L) 52: No. 314 チャオプラヤー・パーウオンからプラヤー・アッサドン宛て（1884年6月28
日）小泉順子（2011）前掲論文（註8）pp.83-84より。 
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37①村嶋英治（2002）前掲論文（註15）pp. 34-35. ②Vilas Manivat, Steve Van Beek. (1983). M.R. Kukrit Pramoj: His Wit and Wisdom. 









第 3期間 戦争期（1937年〜1945年） 
 1932年に、人民党（Khanarat）による立憲革命が行われ、それ以降立憲君主制が導入され、人民党の一
員であるプラヤー・マノパコーン首相（Phraya Manopakorn Nitithada）が初代の首相になった。 

















を布告したことで、中国は自然に敵国となった。1942 年 7 月 7 日、ピブーンは汪兆銘の南京政権を承認
した。 






42 村嶋英治（1989）前掲論文（註15）p. 129-131. 
43 占領下のタイに関する研究は、Thamsook Numnonda. (1977). Thailand and the Japanese Presence, 1941-1945. Singapore: Institute of 
Southeast Asian Studies.  
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タイ中友好条約が締結された。9 月 6 日に、李鉄錚が初代タイ国駐在大使として着任した。翌年、バン
コク、チェンマイなどの主要都市に 5カ所の領事館が開設された。 
 このように、タイ中間の亀裂は、1946年 1月 23日のタイ中友好条約の調印と、1946年 6月 3日のラー
マ 8世と実弟（後のラーマ 9世）の中華街訪問で修復された。 
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53 1934〜1935年に内務大臣、1935年〜1938年に外務大臣、1938年〜1941年に財務大臣と、要職を歴任していた。 

















図 4 1951年の反共ポスタ  ー
“The Autonomous State               “The Red Hand of Communism”                      “Thai Rice Harvest” 
   
北部からの危険！ まだ生きたければ、共産主義と戦え！ 誰かに占領されたら、強制されるだろう！ 
出所：U.S. Information Agency. (1951) Bureau of Programs. Press and Publications Service. Publications Division56. 
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 1955 年 12 月 17 日、サンはラングーンで駐ビルマ中国大使と、タイ中共同声明に調印した。声明は、
両国が平和共存 5 原則に基づき、経済、貿易、文化の面における交流を行い、それによって、最終的に
タイ中国交正常化を導くという主旨のものであった。翌 1956年 8月、中国政府との信頼関係を築くため、
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 しかし、この状態は長く続かなかった。1957 年にサリット陸軍元帥（Sarit Thanarat）が「革命団」を名
乗り、「共産主義の脅威に対抗する」名目でクーデターを発動し、独裁政権を復活させた。ピブーンも
このクーデターにより失脚した。1959 年 2 月に駐米大使であったタナット・コーマンが外相に就任した。





1962 年から、共産主義勢力の宣伝活動も活発になった。3 月 2 日に共産主義の宣伝として、中国雲南省
からの放送とされた「タイ人民の声」というラジオ放送が始まった。これに対して、共産主義勢力を抑
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表 4 5つの期間と 3つの中国像の形成 





警戒 ③戦争期 ［対立する陣営にいる］ 大国 
華人の祖国 
日本と同盟する 
華人に対するタイ化政策の強化 ④和解期 ［戦勝国である］ 大国 国交締結 ⑤敵対期 ［反対側に立っている］ 大国 
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交、独立と主権］. Bangkok: Chaopraya. ②Krairerk Nana. (2010). Khonha Rattanakosin 2［ラタナコーシンの発掘］. Bangkok: 











国家の近代化や71、欧米 15 か国との不平等条約の締結、6 回にわたる英仏への領土割譲を行ったのであ
る（図 5）。これらの領土割譲について現在は、「生命の維持のため、器官を犠牲にしなければならな
い」という表現で説明されている。 
















                                                        
Policy Determination”. Sangkhomsat, 11(4), pp. 37-65. ④Donald E. Nuechterlein. (1967). Thailand and the Struggle for Southeast Asia. New York: 




























出所：柿崎一郎（2013）『物語 タイの歴史—微笑みの国の真実』中公新書 p.115. 
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ピブーン政権（1948年 4月〜1957年 9月）、タノーム政権（1958年 1月〜10月）、サリット政権（1959
年 2月〜1963年 12月）であった。第 1章で記述したように、軍事政権の支配の下、タイは自由主義陣営
に加わり、反中反共政策をとり、アメリカと緊密な関係を結んだ。前述の通り、タイは、1950 年に朝鮮
戦争に参戦したが、1954年にSEATOへ加盟し、1962年にラスク・タナット共同声明に調印した。 















                                                        











第 1節 対中敵対期（1963年〜1968年） 
 1963年、タノーム首相がアメリカ政府と特別物流協定（Special Logistics Agreement: SLAT）を締結したこ
とで、タイ東北部における交通の開発、整備の許可をアメリカに与え、アメリカはタイの東北部をイン
ドシナにおける作戦本部として使えるようになった。1964 年 2 月に、アメリカは空軍特殊航空戦闘部隊
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［1965年 9⽉ 8⽇、フィリピンにおけるアジア⺠族反共連盟会議の開会挨拶］。 
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ったことの証拠として使った。例えば、Chaiyuth Pukpasuk. (1976). Kanpatthana Thongthin Thurakandan Kap Kantotan Songkhram Ching 




7 Thanom Kittikachorn. (1965). Pramuan Khamprasai San Lae Kamkuan Khong Chompon Thanom Kittikachorn Nayokratthamontri (11 December 

































4 平⽶くらいの部屋に、5 ⼈ 10 ⼈の⼈が住んでいる。便所も 1 つしかない。⽣活がこのようであるから、彼らは
⾃分の⽣命を⼤切にしなくなる。このような⽣活を送るなら、戦場に⾏って死んだほうがましだ11。 
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 ④                ⑤ 
出所：①: U.S. Information Agency. Bureau of Programs. Press and Publications Service. Publications Division. (1965, June 14) “Freedom or 
Communism”. <https://catalog.archives.gov/id/6949265>. (Retrieved 2018 May 4). ②〜⑤: “Kossana Karn Tortaan Communism Thai Nai Samai 













親戚、友達は意味がない存在である14。これがタイの新聞のなかの共産主義者の姿であった。 	② 神格化されるアメリカの存在 
 共産主義が「悪魔」のように描かれた反面、アメリカは「英雄」のように描写されていた。前述のよ
うに、サリット政権を引き継いだタノーム首相、タナット外相は親米路線を維持していた。 

















ばならない18。［1967年 4⽉ 27⽇に、「東南アジアの動向と希望」］ 
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16 Siamrath, 1966 March 25.  
17 Thanat Khoman. (1970). supra note 5, p.115. 





























                                                        
19 Thanat Khoman. (1979). “Patthana Chat Thang Dan Tangprathet”. ［外交面の国家発展］, in Jarun Suphap (ed.), Kanpatthana Prathet［国の発
展］. Bangkok: Chulalongkorn University Press, pp.12-13. 
20 Sulak Sivaraksa. (1967). “Thai-Yuan-Saharat” ［タイ・ベトナム・アメリカ］. Sangkhomsat Parithat, 5(1), p. 3. 
21  “Pon-ek Praphas Charusathien Rongnayokratthamontri Chi Het Song Thahan Pai Rop Nai Vietnam Puea Ruamkan Totan Communist Thi Rukran To 
Lok”［ プラパート・ジャールサティアン副首相が指摘：ベトナム戦争への派兵は共産主義の世界占領を予防するためで
ある］.  San Prachachon, 1967 November 26, p.2. 
22 Thanom Kittikachorn. (1967) Pramuan Khamprasai San Lae Kamkuan Khong Chompon Thanom Kittikachorn Nayokratthamontri (11 December 




































                                                        
23 タイ語のことわざ ดบัไฟแต่ตน้ลม、「悪い事物が芽生えた時に防ぎ、始まったばかりの時に制止する」という意味である。 
24Thanat Khoman. (1970). supra note 5,  pp. 54-55.  
25 Ibid., pp. 125-126. 
26 Ibid., pp. 129-131. 


































                                                        
28Thanat Khoman. (1970). supra note 5, pp. 120-122. 
29 “Kan Saeksuem Khong Communist”［共産主義の浸透］. Siamrath Sapdawichan, 1965 March 14, p.2.  


















 また、1964 年 9 月から 1967 年まで「北京滞在の 9 年間」という連載記事が掲載され、作者のノンヤ
オ・ワッタナゴーメーンが北京で送った苦しい亡命生活を披露した。1965 年 2 月 14 日から連載された













認識されるようになった。1966年 9月 4日付の『Siamrath Sapdawichan』は、「国民を脅したり、寺院を破
壊したりする紅衛兵の行為は、（中略）仏教徒の目から見れば、野獣の行為である」と非難した35。こ
                                                        
31 “Phai Chak Chin Daeng Kap Kantosu Pongkan Tua”［中共からの脅威と自己防衛］. Siamrath Sapdawichan, 1965 April 4, p. 16.  
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Sapdawichan, 1965 September 12, p.15. 
34 “Chuea Communist”［ 共産主義の「菌」］. Siamrath Sapdawichan, 1965 April 4, p. 9. 



















っていた38。タイ国内の共産運動に対する支持も、この時点から本格的に開始していた。1964 年 11 月 1
日、中国からの支援を受けたタイ独立運動（Thailand Independent Movement）が北京に創設された。また、
1965年 1月 1日にはタイ愛国戦線（Patriotic Front of Thailand）が成立した。2つの組織の目的は以下の 4つ
にまとめられる。すなわち、①アメリカ基地の駆逐、②タノーム政権の打倒、③隣国への内政干渉の
停止、④中立かつ平和的な政策への転換である39。1965年 5月 1日に「タイ愛国労働者連合会」40、1966
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37 Chao Hsiun-Kai. (1962). “Thailand: Victim of U.S Economic Aggression”. Peking Review, 5(31) (1962 August 3), pp. 16-17. または,『人民日報』
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38 Khien Theeravit. (1974). “Satharanarat Prachachon Chin Kap Khabuankan Communist Thai”［中華人民共和国と共産運動］, in Suchart 
Sawatsri (ed.), Khabuankan Communist Nai Prathet Thai［タイにおける共産運動］. Bangkok: Pikkhanet, pp.173-208. 
39 『人民日報』1964年12月14日,『人民日報』1965年12月15日. 
40『人民日報』1965年5月20日. 













に関する首相府令第 219/2508 号が発効した。これを受けて、共産主義抑圧活動司令部（Communist 




表 5 武装部隊と警察官との武力闘争件数（1967年〜1973年） 
年 東北部 北部 中部 南部 合計 
1967 175 20 7 30 232 
1968 231 120 1 20 372 
1969 167 112 3 4 286 
1970 161 78 5 14 258 
1971 198 135 2 30 365 
1972 265 235 5 175 670 
1973 227 181 6 61 475 
出所：Statistic and Evidence Department, Information Center of Internal Security Operations Command,1981March 2, from Buncha Suma. (1985) 
supra note 43, p.82. 






化の時代に入ったものの、政府の共産主義者に対する鎮圧作戦が弱まることはなかった。特に 1969 年 1
月の「タイ人民解放軍」が成立し、共産主義活動が各地域に蔓延したことを受けて、1969 年 2 月 10 日
                                                        
42 チュラチープ・チンワノ（2009）「中国の台頭とタイの戦略的関与政策」恒川潤編『中国の台頭 ―東南アジアと日本の対
応―』防衛省防衛研究所, p. 86. 
43 Buncha Suma. (1985). Kankhlueanwai Khong Phak Communist Kap Nayobai Pongkan Lae Prappram Khong Ratthaban 2500-2523［共産主義運
動と政府の掃討政策1957-1980］（Master’s Thesis）. Chulalongkorn University, pp.42-43.  









に、共産活動防止法（第 2号）が実施された。内務省は 1969年 7月 8日に、共産活動防止法第 8条に基
づき、共産主義浸透地区 35県を官報で告示した46（図 7参考）。1970年時点で、共産ゲリラの活動地域
は 36 県であったが、政府が鎮圧作戦の対象としたのはそのうちの 29 県であった。共産ゲリラの人数は
東北タイが 1,200 人から 1,500 人、北部で 1,300 人から 1,600 人、南部で 1,200 人から 1,400 人、全国では
5,000人前後であったといわれる47。 














                                                        
46 アジア経済研究所（1970）「1969年のタイ」『アジア動向年報1970年版』アジア経済研究所, pp.282-283. 



















第 2節 調整期（1968年〜1971年） 
 1968 年は、国内外の情勢が激しく変化した年である。その激変は、タイ国内の対米観と対中観にも影
響を及ぼした。第 2 節では、1968 年以降のリーダー層、特にタナット外相、世論、学生運動の対外認識
に注目してみたい。 
 





国内外で批判が起こり、反戦ムードが一層高まった。窮地に立たされたジョンソン大統領は、3 月 31 日
にテレビ演説を行った。ベトナムへの増兵と、北ベトナムに対する爆撃の部分的停止などベトナム政策













の転換を表明し、北ベトナムとの平和交渉を呼びかけた。1968 年 5 月からパリで、ベトナム戦争を解決
するための交渉が、アメリカと北ベトナムの代表によって開始された（1973年 1月 27日に調印）。 












 1968年 3月 31日にジョンソン大統領がテレビ演説でベトナム政策の転換を表明した。この演説は、タ




指導者がアメリカを訪問した。5 月 9 日に、ジョンソン大統領は、東南アジアに対する政策を転換しな
いという旨を伝え、タイ米関係の不変を表明した52。翌1969年1月に大統領に就任したニクソンが、7月
28 日に、タイを訪問し、歓迎式典で特別声明を発表した。アメリカの対タイ政策について、「南ベトナ




うにするということが、そのドクトリンの目標である。倉頭甫明 （1996）「ニクソンの平和政策 (III) ——ベトナム：撤退
の理論 ——」広島経済大学研究論集 19(3), pp. 39-66。 
51 Loechai Jantarasombat. (1986). Kansueksa Krabuankan Prap Nayobai Tangprathet Khong Thai To Satharanarat Prachachon Chin Rawang 1969-
1973［1969年〜1973年における対中政策の調整］(Master’s Thesis). Bangkok: Chulalongkorn University, p.40. 



























義の脅威を誇張したのである56。    
この発言は『Sangkhomsat Parithat』に転載され57、タイ社会の反響を呼んだ。「タイはアメリカに軍事
基地を提供しているのに、アメリカが恩を感じない」という不満がタイ国内で高まる。タナットも第 21
                                                        
53 『毎日新聞』1969年7月29日. 
54 アジア動向年報重要日誌：1970年1月4日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1970-01-04-1> 
55 アジア動向年報重要日誌：1970年8月29日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1970-08-29-1> 
56 “Building Up in Thailand”. (1966 October 3, 89th Congress, Second Session). Congressional Record (Bound Edition) Volume 112, Part 18 (Senate: 
October 3, 1966), pp.24776-24778, from U.S Government Publishing Office <https://www.gpo.gov/fdsys/search/pagedetails.action?collectionCode 
=GPO&granuleId=GPO-CRECB-1966-pt18-6-1&packageId=GPO-CRECB-1966-pt18&fromBrowse=true> (Retrived 2018 July 21). 
57 Sulak Sivaraksa. (1966). “Sunthoraphot Khong Wutthisamachik Fulbright”［ フルブライト上院議員のスピーチ］. Sangkhomsat Parithat, 
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59 Ibid., pp.142-155. 
60Ibid., pp.149 (Footnote). 
61 The Permanent Mission of Thailand to the United Nations. Press Release, 7 (February 5, 1971), p.7. Press Release, 21 (May 13, 1971), p.2,  
 from Chantima Ongsurak. (1973). Nayobai Tangprathet Khong Satharanarat Prachachon Chin Lae Ponkrathop Thi Mi To Prathet Thai［中華人民共
和国の対外政策とタイに与える影響］.  Bangkok: Thai Watthanapanit, pp. 72-73. 














30日に米軍は 6,000人撤退させ、翌 1970年 9月 8日にさらに 9,800人が撤退した。 
 ② ASEANの強化 
 アメリカ内の反戦ムードの高まりと政策の急転換によって生じたアメリカに対する不満と警戒は、タ
ナットに「独立」の必要性、自分の運命を他人に任せることの危険性を感じさせた。1967 年 8 月 8 日、
タイ、インドネシア、マレーシア、フィリピン、シンガポールの 5 ヶ国で構成される東南アジア諸国連
合（ASEAN）が、バンコク宣言を発表して成立した。タナット外相は、ASEAN の成立に大きな役割を









渉に直⾯していた過去の教訓があるからである66。［1969年 9⽉ 8⽇、インタビュー］ 
 もう 1つの注目するべき点は、ASEAN当初の目的は、経済・社会・文化・技術・科学・教育・農業・
工業・貿易及び行政の各分野の相互協力を推進することであり67、安全保障はその目的に含まれていな
                                                        
63 アジア動向年報重要日誌：1969年8月29日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1969-08-29-1> 
64 “Saharat Thon Thahan Chak Thai”［タイから米軍の撤退］. Siamrath Sapdawichan, 1969 September 7, p.2. 
65 Thanat Khoman. (1968). Pramuan Thoithalaeng Khong Thanat Khoman Lem 4［タナット・コーマン資料集4］.Bangkok: Department of 
Information, Ministry of Foreign Affairs, p.25-29. 
66 Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1969) Collected Interviews of H.E. Dr. Thanat Khoman, Minister of Foreign Affiars of the Kingdom of 

























のどちらかである69。［1969年 3⽉、American Management Associationが主催した昼⾷会］ 
















68 Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (2014). Collected Interviews of H.E. Dr. Thanat Khoman, Minister of Foreign Affiars of the Kingdom of 
Thailand. Bangkok: Ministry of Foreign Affairs of Thailand, pp.465- 467.  
69 Jain, R.K. (1984). China and Thailand: 1949-1983, New Delhi: Radiant, p. 156. 





























決するために、中共と交渉する必要がある74。［1968年 8⽉ 29⽇、「ベトナム戦争後の東南アジア」］ 
 
 アジアにおける⼩国は、中共が⽀持した共産主義の浸透やゲリラ部隊を掃討するというより、中共との理解
を築くことを望んでいる75。 ［1968年 12⽉ 16⽇、オランダ KROテレビ局のインタビュー］ 
   
                                                        
71 Ibid., pp.108-122. 
72 Girling J.L.S. (1970). “Thailand’s Foreign Policy”. Sangkhomsat, 7 (1), pp. 1-11. 
73 Permanent Mission of Thailand to the United Nations. Press Release, 43 (May 17, 1968), p.4, from Loechai Jantarasombat. (1986). supra note 51, p.40. 
74 Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (2014). supra note 68, pp.465- 467.   



































                                                        
76 Jain, R.K.  (1984). supra note 69, p. 155. 
77 Ibid. 
78 Ibid., p. 175. 
79 Sibordee Nopprasert. (2017). “Kan Prap Nayobai Tangprathet Thai (Putthasakkarat 2516-2519)”［タイ外交政策の調整（1973年〜1976
年）］. Songkomsart, 47 (2), pp.35-61.  
80 アジア動向年報重要日誌：1971年5月3日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-05-03-2> 
81 アジア動向年報重要日誌：1971年5月13日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-05-13-1> 
















第 3項 国内状況：自由が花咲いた 3年間 
 1968年は国際情勢が激変した 1年であったが、タイ国内の情勢も穏やかではなかった。 




 最も代表的な組織は、1970 年 2 月に各国立大学及び高等専門学校 11 校の学生約 10 万人によって結成










                                                        
83 赤木功（1983）「タイ全国学生センターを中心に見た学生運動の歴史」『現代アジア教育研究』13, p. 583. 









する集会デモ85などが挙げられる。矢野（1978）は 1968 年からの 3 年間を「民主政治時代に花咲いた」
期間であると呼んでいる。1968 年〜1971 年の間では、現地語ジャーナリズムには目覚ましい発展を遂げ、
新聞雑誌が開花し、そこに盛り込まれる多様な問題意識は豊穣であったのである86。 
 学生の政治的覚醒に影響されて、従来沈黙していた労働者も声を上げるようになった。1969 年 1 月 6
日、労働組合が結成され、労資紛争が頻発した。1969 年〜1971 年の間、労働者運動が多発し、とりわけ
バンコクの労働者は、日給、賃金の値上げ、労働者福祉改善などを要求した。 




第 4項 世論の声 ① アメリカ批判の台頭 
 タイ国内でも、反戦ムードが高まっていた。タナット外相だけではなく、知識人、世論の間でも、ア
メリカに対する警戒心が強くなっていた。言論の自由が保障される政治状況のもと、警戒心が対米批判










                                                        
85 同上,  p.27. 
86 矢野暢（1978）『東南アジア政策—疑いから信頼へ—』サイマル出版会, p. 204. 
87 石井米雄（1973）「日本黄禍特集の背景」『中央公論』88 (2) , p.210. 













3 号の「タイに対するアメリカの 22 年間の援助への評価」では、援助の失敗という角度から分析が行わ
れ91、「アメリカ研究者の研究とタイの安全保障」は、アメリカ人研究者は国家情報を窃盗し、国家安
全の脅威であると、激しい対米批判を行った92。 
表 6 Sangkhomsat Parithat （社会科学評論 1968年 9月〜1971年 11月） 
巻 号 年・月 アメリカ 中国 共産主義 
件数 タイトル 件数 タイトル 件数 タイトル 




0   




0   




0   
7 1 1969年6-8月 1 ・アメリカ大統領への公開書簡 0 
 
0   








2 ・ 若 者 が 見 る 「 新 左 派 」 
・若者と革命 
8 3 1970年12月 
〜 
翌年2月 
4 ・タイに対するアメリカの 22 年間の援助






1 ・もう 1 人の若者が見る「新左
派」 










0   
9 2 1971年8月 1 ・アメリカが与えた教訓 １ Thailand's Dilemma 0   
9 5 1971年11月 1 中共・アメリカ・東南アジア 10 「中華人民共和国特
集」 
0   
巻 号 年・月 アメリカ 中国 共産主義 
件数 タイトル 件数 タイトル 件数 タイトル 




0   









0   




0   
10 7 1972年7月 9 「ベトナム戦争における米軍の残酷さ」 
タ イ と 関 係 し て い る ： 
・米軍基地はタイにあり続けるべきか？ 
  
0   
10 8 1972年8月 2 ・ タ ー ク リ ー ： 戦 争 の ゴ ミ 
・赤髪の子供：米軍がタイに落とした爆弾 
  
0   
10 9 1972年9月 1 ・日本新聞に見られるタークリ  ー 1 タイのピンポン隊が北
京へ 
0   
                                                        
89 Rangsan Tanapornpan. (1969). “Chotmai Poetphanuek Phanathan Prathanathibodi Saharat America ”［アメリカ大統領への公開書簡］. 
Sangkhomsat Parithat, 7(1). pp.50-53. 
90 Arnold Toynbee. (1970). “Mong America Nai Patchuban”［現在のアメリカを見る］. Sangkonsart Parithat, 8 (1), p.3. 
91 Krerksak Kongsilp. (1970). “Pramoenphon 22 Pi Khong Khwamchuailuea Thang Wichakan Khong Saharat America To Prathet Thai (Putthasakkarat 
2492-2513) “［タイに対するアメリカの22年間の援助への評価（1949-1970）］. Sangkhomsat Parithat, 8 (3), pp. 6-16. 
92 Theerawet Pramuanrattakarn. (1970). “Ngan Wichai American Khong Nakwichakan American Kap Khwammankhong Khong Thai”［アメリカ研
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・ 93 部 隊 
・中共はアヘンを密売
するのか 
0   




0   
11 4 1973年4月 
  
1 中国訪問の所感 0   




0   
11 6 1973年6月 2 ・先進国が言う「援助」というもの 
・米軍基地、誰が誰を騙すのかに対する反
応 
1 中国の微笑み 0   
11 8 1973年8月 2 ・ニクソン・ドクトリンとタイ米関係 
・タイは自らの運命を決められるのか 
  
2 ・ ナ ゲ ー か ら の ニ ュ ー ス 










図 8 1972年 7月号、1972年 8月号、1973年 5月号の『Sangkhomsat Parithat』の表紙 
  




































                                                        
93 例として以下をあげられる、① “Chaichana Khong Nixon Nai Thai”［タイにおけるニクソンの勝利］, Siamrath Sapdawichan,  1968  
November 17, p.2. ②Itsara Suwannabon. (1970) .“Khwamchuailuea Chak Tangprathet Nan Lomleo? ”［国際援助は失敗し
た？］.Sangkhomsat, 7(2), pp. 24-37. ③Krerksak Kongsilp. (1970). “Pramoenphon 22 Pi Khong Khwamchuailuea Thang Wichakan Khong Saharat 
America To Prathet Thai (Putthasakkarat 2492-2513)”［タイに対するアメリカの22年間の援助への評価（1949-1970）］. Sangkhomsat 
Parithat, 8 (3), pp. 6-16. 
94 Kukrit Pramoj. (1972). Kukrit Wichan［ククリット論評］. Bangkok: Kaona, pp. 353-354. 
95Sulak Sivaraksa. (1967). “Thai-Yuan-Saharat” ［タイ・ベトナム・アメリカ］. Sangkhomsat Parithat, 5(1), p.4. または、Taweethong 
Hongwiwat, Chaliao Rerkrujipimol. (1971). “Kan Mi Thahan Tangchat Nai Prathet Thai: Pon Thang Setthakit Lae Sangkhom”［タイにおける外










 表 6 の「アメリカ」と「中国」、「共産主義」の欄を比較してみればわかるように、知識人や学生に
よる、アメリカ一辺倒や軍事基地がもたらした問題を指摘した文章が多くなり、対米批判が強くなって
いった。そして 1965年〜1970年代初頭にかけて、共産主義と中国はタブー視されていたため、メディア
は中国と共産主義に同情、支持する言論を取り上げることができなかった。しかし 1971年 10月 25日に
台湾に代わって中華人民共和国が国連に加盟したことで、流れは一気に変わった。次は、中国に関する
論調を考察する。 
  ② 対中接近への支持 
 知識人や学生の態度はどのようなものだったのだろうか。『Sangkhomsat Parithat』（社会科学評論）は














                                                        
96 Thanat Khoman. (1973a). “Panha Tangdao Nai Prathet Thai Lae Nayobai Tangprathet Khong Thai”［タイにおける外国軍駐在問題とタイの
対外政策］. Sangkhomsat Parithat, 11 (5), p. 35. 
97 “Suchart Sawatsee Ramruek 26 Pi Tian’anmen”［Suchart Sawatsee天安門事件26周年記念］. Khao Sod Online, 2015 June 4.  
< https://www.khaosod.co.th/view_newsonline.php?newsid=1433431637> (Retrieved 2017 July 5).  
98 Khien Theeravit. (1971). “Chin Communist, Saharat America Kap Asia Akhane”［中共、アメリカと東南アジア］. Sangkhomsat Parithat, 9 







図 9 『社会科学評論』の「中華人民共和国特集」 
 
（撮影筆者） 





















                                                        




















第 3節 軍部の反撃期（1971年） 





















表 7 中国接近をめぐる意見の対立 


























ナ経済相、サガー副外相といった軍人出身の指導者は、「慎重静観（Go slow, wait and see）」の態度を貫
いた。表 8は、各指導者が中国との接近に反対した理由を示したものである。 
表 8 対中接近反対の諸意見 























                                                        
100 Chantima Ongsurak. (1973). Nayobai Tangprathet Khong Satharanarat Prachachon Chin Lae Ponkrathop Thi Mi To Prathet Thai［中華人民共和
国の対外政策とタイに与える影響］.  Bangkok: Thai Watthanapanit, p. 121. 
101 アジア動向年報重要日誌：1970年12月25日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-05-22-1> 
102 アジア動向年報重要日誌：1971年5月23日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-05-23-1 > 
103 アジア動向年報重要日誌：1971年5月23日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-05-23-1 > 
104 “Panha Thai-Chin Daeng”［タイと赤色中国の問題］. San Prachachon, 1971 August 8, p. 4, 51.  
105 アジア動向年報重要日誌：1971年7月19日<:https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-07-19-2 > 

























































                                                        
107 “Muang Thai To Khao Sathuean Lok Tam Thatsana Khong 2 Ratthamontri Haeng Krasuang Kantangprathet”［世界を震撼させるニュースに
対するタイの反応：2人の外務大臣の見解］San Prachachon, 1971 August 1, pp. 6-7. 
108 アジア動向年報重要日誌：1971年11月15日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-11-15-1 > 
109 アジア動向年報重要日誌：1971年5月18日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-05-18-3 > 
110 アジア動向年報重要日誌：1971年4月26日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-04-26-1> 
111 アジア動向年報重要日誌：1971年5月5日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-05-05-1> 
112 アジア動向年報重要日誌：1971年5月8日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-05-08-2> 
113 アジア動向年報重要日誌：1971年7月18日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-07-18-1 > 
114 Siamrath, 1971 July 22. 






















ット天使」と呼び、彼の尊大な態度を批判した120。6 月 7 日、タナット外相を侮辱したことを理由に、2





という声も大きかった。この対立は、議会での辞任要求にまで発展した。8 月 5 日、議会でタナット外
相が中国との接近について質問されたが、外相は回答を拒否したため、議会が紛糾し、30 人の議員がタ
ナットに対する抗議の意を表すために退場した123。 
                                                        




120 Daily News, 1971 May 22.   Daily News, 1971 May 31.  Daily News, 1971 June 4.  
121 アジア動向年報重要日誌：1971年6月7日< https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-06-07-1> 
122 Chaothai, 1971 June 9. 










樹立、米軍のタイ撤退を要求する約 500 人のデモが起きた。7 月末には議員 10 人が自主外交を始めると
して、首相に書簡を送って訪中の意思を表明した。8 月には、議員約 60 人が中国との貿易禁止解除を首
相に要請したが、タノーム首相は、「中共との貿易は得るものよりも失う方が大きい」と述べ、これを
拒否した124。9 月に入ると、国家安全保障会議の決定により、国連への中華人民共和国招請賛成、台湾








第 2項 模索の結果：自らのクーデタ  ー
 タイの対中国政策は揺れ動いていた。このような混乱のなかで、明確な態度表明を求めていた様々な









                                                        
124 アジア動向年報重要日誌：1971年8月25日< :https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-08-25-1> 
125 Anandvichai Dhanasunthorn. (1972) “Thailand, the People’s Republic of China and the United Nations”. Sangkhomsat, 9 (2), p. 69.   
126アジア経済研究所（1972）「1971年のタイ」『アジア動向年報1972年版』アジア経済研究所, pp.331-386。または、 
“Nayobai Tangprathet Mai”［新たな外交政策］. Siamrath Sapdawichan, 1971 November 7, p.2. または“Kha Kap Chin Daeng”［赤色中国



































                                                        
127 Prachathippaitai, 1971 November 21.  
128 “Prakat Khong Khana Patiwat Chabap Thi 6” ［革命団布告第6号］Ratchakitchanubeksa. Lem［巻］88, Ton［号］124, 1971November 18, 
from Legislative Institutional Repository of Thailand  <http://dl.parliament.go.th/handle/lirt/262071> (Retrieved 2018 July 5). 






























                                                        
130 Apinya Rattanamongkolmas. (2006). “Khwamsamphan Rawang Thai Kap Satharanarat Prachachon Chin”［タイ中関係］, in Faculty of Political 
Science, Sukhothai Thammathirat Open University (ed). Khwamsamphan Rawang Thai Kap Tangprathet ［タイの対外関係］. Nonthaburi: 
Sukhothai Thammathirat Open University, p. 513.  
131 Ratiporn Srisomsap (2010) Chak Phai Kukkam Su Khwampenmit: Kanprapplian Kanrapru Khong Prathet Thai To Chin Nai Ngan Dan Chinsuksa 
Nai Prathet Thai［脅威から味方へ：タイの中国研究における対中観の変遷］(Master’s Thesis). Chulalongkorn University, pp. 54-55.  
132 アジア経済研究所（1973）「1972年のタイ―経済ナショナリズムの模索―」『アジア動向年報1973年版』アジア経済研
究所 p.307. 
133 Loechai Jantarasombat. (1986). supra note 51, p. 58. 
































                                                        
135 チュラチープ・チンワノ（2009）前掲論文（註42）p. 87-88. 
136 Prasit Kanchanawat. (1973). “Khosangket Chak Kan Pai Yuean Satharanarat Prachachon Chin” ［中華人民共和国訪問への考察］. 
Sangkhomsat Parithat, 11(4), pp.16-17. より詳細はPrasit Kanchanawat. (1997). Prasit Kanchanawat Khit Phut Khian［プラシット・カンチャ
ナワット：思う・言う・書く］. Bangkok: Sukkhaphap Chai, pp. 70-82. 
137 Chulacheep Chinwanno. (1985). Sampanthamaitri Thai-Chin Thossawat Haeng Mittraphap Putthasakkarat 2518-2528［タイ中関係−友好の十
周年1975年〜1985年］. Bangkok: Thammasat University Press, p.24.  
138 Apinya Rattanamongkolmas. (2006). supra note 130, p.513. 








 1973年 3月 20日に、中国人医療専門者がフィリピンを訪問する途中に、タイに立ち寄り、中国代表団
による初めてのタイ訪問となった140。3 月 27 日にタイ政府は、バンコク・上海の間の衛星通信に関する
中国側の要請を承認した141（9月開通）。6月 17日には、中国卓球団がタイを訪問した。 
 中国との接近は少しずつ前進したが、タイ政府は中国との国交樹立については「慎重静観」の態度を




に移行することになるが、その時期は予断できない」と語った142。6 月 24 日、チャーチャーイ外務次官
は、両国関係改善の必要条件として、中国がタイ・ゲリラと「タイ人民の声」放送に対する支援をやめ
るよう、中国側に要請したことを明らかにした。このような「慎重静観」の態度はタノーム政権が打倒
される 10月 14日まで続いた。 
 












                                                        
140Chulacheep Chinwanno. (2010). 35 Pi Khwamsamphan Thang Kanthut Thai-Chin Putthasakkarat 2518-2553: Adit  Patchuban Anakhot［タイ中外
交関係35周年1975年〜2010年：過去、現在、未来］. Bangkok: Openbooks, p. 56. 
141 アジア動向年報重要日誌：1973年3月27日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1973-03-27-1> 
142 アジア動向年報重要日誌：1973年6月20日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1973-06-20-2> 











 1972年 8月 19日、ピンポン外交の直後、プラパート副首相は、「国連に加盟してから、国際政治にお
いて中国大陸（Chin Daeng）の態度は緩和していくだろう。これから、他国干渉の行為も減少するだろ



















                                                        
144 Prachathippatai, 1971 October 31. 
145 Chantima Ongsurak. (1973). supra note 100, p. 134. 
146 “Chin Daeng Tam Thoithalaeng Khong Huana Patiwat”［革命団リーダーの話の中での赤色中国］. San Prachachon, 1972 October 22,  
p. 14. 
147 Puangthong Rungswasdisab Pawakapan. (2006). Songkhram Vietnam: Songkhram Kap Khwamching Khong “Ratthai” ［ベトナム戦争：戦争

























 本章では、1963 年〜1973 年のタノーム政権下における対中認識の変化を追跡した。本章を締めくくる
にあたり、全体の内容を総括したい。この10年間を対中認識の視点から考えれば、①対中敵対期（1963



























































 1973 年 10 月 14 日に、タノーム政権が学生と市民の民主化要求運動に打倒された。タイは民主政治時
代に入った。タノーム政権で引き延ばされた中国との国交正常化は、結局ククリット政権期の 1975 年 7








第 3章 2つの「10月事件」期における中国認識 
―右派と左派の綱引き― 













年 1 月、田中角栄首相のタイ訪問が導火線となり、タイ歴史上最大規模の反日運動が勃発した。1975 年
には大規模な対米デモが発生し、同年 7 月、タイと中国が国交を樹立した。タイのアメリカ離れが進む
なか、1976年 7月に米軍基地がタイから全面的に撤退した。これに続いて、同年 10月 6日に多くの大学
生が殺害される流血の惨事が発生し、民主化の流れが急激に退潮した。 






 第 1 は、タイ・中国交正常化と反日運動、反米運動との関連である。これは別の言い方をすればすな
わち、対日、米、中認識の相互関係である。従来の研究は、この期間の反日運動、反米運動、対中接近
                                                        
1 “Kittiwuttho Pikkhu: Kha Communist Dai Bun Mak Kua Bap”［ キティウトー僧：共産主義者を殺しても罪よりも、功徳の方が多



















 反共法が実施された 1933 年から 1973 年まで、中国はタイをつきまとう「悪魔」であり、中国研究は全⾯的に















                                                        
2Narumit Sotsuk. (1984a). “Chak Phap “Pisat” Phan Yuk “Nakbun” Su Khwam Pen “Manut”: Ponkrathop Thang Kanmueang To Sathanaphap Khong 
Chinsueksa Nai Prathet Thai”［「悪魔」、「天使」から「人間」へ：政治的影響から見たタイにおける中国研究状況］. 













第 1節 出発点としての 1973年 10月 14日事件3 
第 1項 経緯4 
 1968 年の新憲法発効により、タイは学生の政治的覚醒の時代に入り、多くの学生団体が結成された。














                                                        




情勢：紀要』84, pp. 239-262. ③14th October Memorial. “Hetkan 14 Tula”［10月14日事件の経緯］<URL:http://www.14tula.com/>  













図 10 1973年 10月 14日事件の鳥瞰図 
  
出所：14th October Memorial.「10月14日事件の写真」<URL: http://www.14tula.com/images/gallery/10_13_tula2516.htm> 
 アジア経済研究所の『アジア動向年報』によると、学生運動が大衆運動にまで拡大した政治的背景に









第 2項 事件の影響：学生運動の黄金期 ①「第 2の政府」としての学生運動 
 この事件は指導者の国外亡命、学生運動の勝利という形で終結したため、その後の 3 年間は民主政治
の時代になった。矢野暢（1978）は、言論に対する統制がなくなる 1973 年から 1976 年までの期間は、
「タイの言論界は、史上稀にみる盛況を呈していた」とし、この事件の影響を評価している7。この時点
                                                        
5 14th October Memorial. “Hetkan 14 Tula”［10月14日事件の経緯］<URL:http://www.14tula.com/>  (Retrieved 2017 August 13).  































                                                        
8 村嶋英治（1982）「1970年代のタイにおける学生運動と共産党」『アジア経済』23 (12), p. 30. 
9 ①	“Fuen Khabuankan Naksueksa: Khae Bia Thang Kanmueang Ching Rue?”［学生運動の復活］, Siamrath Sapdawichan, 1988 August 7, 
pp.10-11. ② Okazaki Hisahiko. (1995). Yutthasat Mai Khong Yipun To Phakphuen Asia［ア ジア初体験への新戦略］.（Surachai 
Thamthaweethikul訳）. Bangkok: Institute of East Asian Studies of Thammasat University, p. 18. 
10 “Kan Riroem Thi Nasonchai”「興味深いイニシアチブ」.Siamrath Sapdawichan, 1972 November 19, p.6.  
11 例として、① “Nathi Khong Nisit Lae Naksueksa”［大学生の義務］. Siamrath Sapdawichan, 1973 January 21, p.6. ②“Cha Rian Nangsue 
Rue Cha Len Kanmueang”［勉強するのか、政治をやるか?］. Siamrath Sapdawichan, 1974 January 27, p.6, 45.を挙げられる。 
12 アジア経済研究所（1974）「1973年のタイ：民主主義への胎動」『アジア動向年報1974年版』, p.320. 
13 “Naksueksa: Thiprueksa Nayok Chut Dangdoem”［大学生：元々の首相顧問］. Prachachat, 1974 May 30, pp. 14-17. 





















1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 
中央部 19 91 16 21 21 4 9 6 2 5 2 3 2 
北部 13 60 12 13 17 3 5 - 1 3 3 2 1 
東北部 15 84 11 24 17 13 5 3 4 3 1 1 2 
東部 5 19 3 2 3 2 5 2 - 2 - - - 
南部 15 68 18 15 18 7 8 1 - 2 - - - 
合計 67 322 60 75 76 29 32 12 7 15 6 6 5 
出所：The Nation, 1974 November 14.  
 これ以降、圧力団体を組織し、政府に圧力をかける動きは、大学生に限らず、高校生、労働者、農民
などにも拡大した。1973年 10月から 1976年 7月にかけて、264の圧力団体が誕生し、390回の抗議デモ
が行われた16。労働者も労働組合を組織し、1973年 10月から 12月まで、労働組合のストライキと労働紛
争は合わせて 399件発生し、1974年にはストライキが 357件、労働紛争が 477件を数えた17。また、ほと
んどの労働者と農民のデモは学生運動に支持された。1975 年に入ってから、学生運動は農民と労働者と
も連携し18、学・農・労「サーム・プラサーン」（3 つのグループの連携）というスローガンを掲げるよ




                                                        
15 アジア経済研究所（1976）「1975年のタイ：変革に挑むククリット政権」『アジア動向年報1976年版』, p. 288. 
16 Pornpirom Chiangkul. (1992) supra note 14, p.192.  
17 Ibid., p.191. 
18 村嶋英治（1982）前掲論文（註8）. 







第 2節 学生運動の対外認識 
 1973年 10月から 1976年 10月までの期間は、学生運動と抗議活動の 3年間であった。日増しに存在感
を示し、抗議デモの中心となっていった学生団体が何を敵視するか、あるいは何を味方とみなすかは、




第 1項 経済帝国主義の日本 
 1970年代の学生運動の代表的な動きとして、反日運動がある。タイにおける対日批判は 1960年代後半
から起こっていたが、それが盛んになったのは 1970 年代に入ってからである。前経済大臣 Boonchana 








 反日運動のもう 1つの起因は、1950年代から続いていた対日貿易赤字の問題である。特に 1972年には、
対日貿易赤字が対外貿易収支の 80％を超えた。1973年〜1975年の対外貿易収支のうち、対日貿易収支の
割合はやや縮小したが、1976年には再度 65％に達した（表 10）。 
 
表 10 1953年〜1976年の対日貿易収支 
(単位：百万バーツ) 
西暦 仏暦 













1953 2496 1,625 28 1,090 17 +535 -608 
1954 2497 1,326 21 1,522 22 -196 -604 
1955 2498 1,257 18 1,378 18 -121 -673 
1956 2499 593 8 1,257 16 -663 -444 
























1957 2500 595 8 1,746 20 -1,151 -997 
1958 2501 486 7 1,890 23 -1,404 -1,790 
1959 2502 888 12 2,256 25 -1,368 -1,428 
1960 2503 1,530 18 2,463 26 -933 -1,008 
1961 2504 1,410 14 2,953 29 -1,543 -290 
1962 2505 1,353 14 3,357 29 -2,004 -1,974 
1963 2506 1,826 19 4,073 32 -2,247 -3,126 
1964 2507 2,673 22 4,704 33 -2,081 -1,914 
1965 2508 2,359 18 5,200 34 -2,841 -2,492 
1966 2509 2,940 21 6,743 36 -3,803 -4,405 
1967 2510 2,999 21 8,046 36 -5,047 -8,022 
1968 2511 2,874 21 8,274 34 -5,400 -10,424 
1969 2512 3,192 22 9,515 35 -6,323 -12,169 
1970 2513 3,770 26 10,107 37 -6,337 -12,237 
1971 2514 4,277 25 10,093 38 -5,815 -9,513 
1972 2515 4,660 21 11,401 37 -6,741 -8,384 
1973 2516 8,409 26 14,742 35 -6,333 -9,741 
1974 2517 12,901 -- 20,102 -- -7,249 -13,718 
1975 2518 12,371 -- 21,083 -- -8,662 -18,398 
1976 2519 15,637 -- 23,649 -- -7,963 -12,080 





論」』第 2編は「日本の新しい輸出品」というテーマで 1974年 3月に、次いで、第 3編は「帝国主義の










                                                        
22 スパープ・パッサオング、クリサナー・チングチット（1973）「黄禍―タイにおける日本投資」（石井 米雄 編訳）『中
央公論』88 (2), p. 220. 
23 アジア青年連絡会議（1972）「東南ア・アンケート調査 消える『勤勉』よみがえる『戦争』–日本人イメージの変化–」









 「⽇本⼈は「権⼒」のことばかりを考えている」25 。 
 「⽇本⼈は⽣まれつき他⼈のものを何でも⼒ずくで奪ってしまう」26。 
 「⼤国主義で弱⼩国を混乱させ、ハラキリなどのバカバカしい勇気を持っています」27。 
 タイ人の対日感情も悪化の一途を辿った。ここで 2 つの世論調査の結果を紹介したい。アジア青年連
絡会議は 1972年にアジア各国の日本観の変化について世論調査を実施したが、その調査結果によれば、
81 人のタイ人対象者中の 77 人が、日本からの経済侵略を受けていると答えた28。また、チュラーロンコ
ーン大学の学者であるキアン・ティーラウィットも 1974年に世論調査を行ったが、その調査結果からも
同じ傾向が見られた。タイにおける日本の投資は経済帝国主義の一種だと答えた一般市民は 45.1%、役
人は 78％、大学生は 87.5％であった（表 11）。また、タイにおける日本の投資と日タイ貿易は、タイに
とって不平等だと答えた一般市民は 53.7%、役人は 78％、学生は 82.5%であった（表 12）。日タイ貿易
赤字の問題を心配している一般人は 54％、役人は 79％、学生は 92.5%に達した（表 13）29。 
表 11 タイにおける日本企業の投資は経済帝国主義の一種だと思いますか？ 
1974年 一般市民（%） 役人（%） 大学（%） 
はい 45.1 78 87.5 
いいえ 9.8 15 0 
分からない 45.1 4 12.5 
回答しない 0 3 0 
合計 100% 100% 100% 
出所：Khien Theeravit. (1975). supra note 29, p. 52. 
 
表 12 タイにおける日本の投資と貿易は、タイにとって、どのようなものであると思いますか？ 
1974年 一 般 市 民
（％） 役人（％） 大学生（％） 
不平等である 53.7 78 82.5 
平等である 5.8 0 0 
日本は寛大過ぎる 1.8 0 0 
他の国と同じ 7.4 19 0 
特に意見はない 30 1 17.5 
合計 100% 100% 100% 
出所：Ibid, p.53. 
                                                        
24 Kramol Tongthammachat, Kamol Somwichien. (1970). Hualiao Huato Khong Nayobai Tangprathet Thai［タイ対外政策の岐路］. Bangkok: 
Thai Watthanapanit, p.45. 
25 Ibid. 
26 アジア青年連絡会議（1972）前掲論文（註23）p.103. 




29 Khien Theeravit. (1975). Thatsana Khong Khon Thai Thi Mi To Chin Lae Yipun［タイ人から見た中国と日本］. Bangkok: Chulalongkorn 








表 13 日本に対するタイ貿易赤字について 
1974年 一般市民（％） 役人（％） 大学生（％） 
特に心配なことはない 5.6 16 0 
心配している 54 79 92.5 
特に意見はない 40 3 7.5 
回答しない 0.4 2 0 
合計 100% 100% 100% 
出所：Ibid., p.66-67. 
 このような日本に対する不満が充満している社会状況の下で、3 回の反日運動が発生した。1972 年 10
月 10日にバンコクで、日本キック・ボクシング協会を設立した野口修によってキックボクシングジムが
開設されたが、ジムの名称や宣伝内容がタイの国技である「ムエタイ」を冒涜したものであると非難さ
れた。10 月 17 日に学生約 200 名がジムを襲撃し、投石、発砲を含めた抗議行動が行われた。いわゆる
「野口キックボクシングジム事件」である。そして、野口キックボクシングジム事件を契機に、反日感
情が急速に拡大し、日本製品不買運動に発展した30。 
図 11 日本商品不買運動 


















 1974年 1月 9日から 11日まで、田中角栄首相がタイを訪問したが、約 20,000人の学生がバンコク市内
で抗議を行った。そのうち、約 700 人の学生が大丸デパートに押しかけ、窓ガラスを割った。また




図 12 反田中運動の様子 














と断定し、学生の行動を支持した。例えば 1月 7日付の『Bangkok Post』には、「日本の経済支配に反対
                                                        
31 Thairath, 1974 January 10.  
32 アジア局二課「田中総理の東南アジア五カ国訪問について」（1974年1月23日）戦後外交記録『田中総理東南アジア訪
問関係（一九七四・一）』(A’1-5-1-16)  外務省外交史料館. 
33 Thairath, 1974 January 11.  
34アジア動向年報重要日誌：1974年1月10日 <https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1974-01-10-2> 
35 Siamrath, 1972 November 11.  
















第 2項 危険なアメリカ帝国主義 




 ベトナム戦争の終結をうけて、タイに駐屯していた米軍も部分的に撤退した。1973 年 8 月、在タイ米
軍兵力は約42,000人、飛行機が600機であったが、74年1月には、兵力が35,000人、飛行機が450機にま
で削減された38。 









                                                        
37 佐中明雄（1974）「タイ“現地通念”が反日感情を増大」『世界週報』55（6）, p. 20. 
38 アジア経済研究所（1975）「1974年のタイ：混迷の中の一年」『アジア動向年報 1975年版』, pp.278-279. 
39 Thanat Khoman. (1973b). “Thai Tatsin Chokchata Khong Ton-eng Dai Rue Mai”［タイは自らの運命を決定できるのか］Sangkhomsat 














 筆者は、1973 年〜1974 年の『Sangkhomsat Parithat』に掲載されたアメリカとの関係をテーマにした論文
を分析した。題名を通して、対米認識の傾向を確認することができよう（表 14）。 
表 14 1973年〜1974年『Sangkhomsat Parithat』に掲載された対米関係の文章 
巻 号 年月 アメリカ 
11 11 1973年11月 ・大国のナショナリズム：イデオロギーの崩壊 
12 2 1974年2月 ・タイに対するアメリカの強盗の内幕 
12 5 1974年5月 ・再度の米軍基地 




12 8 1974年8月 ・アメリカの軍事的・経済的独占 
・タイと外国軍 
・国家主権：事情が変わらない 
12 9 1974年9月 ・なぜニクソン政権が崩壊したか 
（注）原文タイ語、筆者翻訳 
 1973年から 1974年にかけてタナットは、米軍基地撤退を要求した論文を数編『Sangkhomsat Parithat』に
寄稿している。いずれも米軍駐在を警戒し、政治、安全保障、経済、社会の角度から問題を分析し、米
軍の早期撤退を主張した42。以下の文章はタナットの米軍基地観を反映したものとして興味深い。 






 経済⾯を⾒れば、彼らの⽉給の 60％がアメリカに送⾦され、タイで使われたのは 40％にすぎないのである。
しかも、ほとんどは、⾵俗に費やされた。ほとんどのタイ⼈はこのような収⼊に満⾜していない。 
                                                        
41 Kullada Kesboonchoo Mead. (2010). “1973: The 'Annus Horibilis' in the Thai-US Relations”. Sangkhomsat, 41(1), pp.75-104. 
42 例として、次の文章を挙げられる。①Thanat Khoman. (1973a). “Panha Tangdao Nai Prathet Thai Lae Nayobai Tangprathet Khong Thai”
［タイにおける外国軍駐在問題とタイの対外政策］. Sangkhomsat Parithat, 11 (5), p.27-38. ②Thanat Khoman. (1973b). “Thai Tatsin 
Chokchata Khong Ton-eng Dai Rue Mai”［タイは自らの運命を決定できるのか］Sangkhomsat Parithat, 11 (8), pp. 70-76. ③Thanat 













『Sangkhomsat Parithat』は 1974年 2月号でこの問題を取り上げ、CIA の行為を疑問視し、批判した。1974
年 7月 4日には、NSCTがサナームルアン広場で、聴衆 1万人を集めて、反米演説を行った46。 









 その後、米軍撤退要求集会が全国学生センターの呼びかけで、1975年 7月、1976年 3月、1976年 7月







                                                        
43 Thanat Khoman. (1974). “Prathet Thai Kap Kongkamlang Thahan Tangdao”［タイと外国軍］. Sangkhomsat Parithat, 12(8), pp.36-45.  
44 アジア経済研究所（1975）前掲論文（註38）pp.277-322. 
45 Pansak Winyurat. (1974). “Anakhot Khong Khwamsamphan Rawang Prathet Thai Kap Saharat America”［タイ米関係の未来］. Thammsat, 3 
(3), pp. 194-202.  
46 アジア動向年報重要日誌：1974年7月4日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1974-07-04-2> 
47 アジア動向年報重要日誌：1975年5月13日〜19日を参考にした. 
48 “American Antarai-American Anthaphan: Chak Kharawan Thueng Kharabao”［アメリカン・アンタラーイからアメリカン・アンタパ
ーン：カラワンからカラバオへ］. ASTV Manager Online, 2014 May 9. <http://www.manager.co.th/entertainment/viewnews.aspx? 


















出所：“Kharawan Tamnan Naksu”［カラワン：戦士の伝説］<http://archive.wunjun.com/keemao/11/108.html> (Retrieved 2018 July 20) 













第 3項 憧れの中国 
 1975 年 7 月に入り、反米運動の暴徒化を警戒する記事が、タイ・中国交正常化の成功を祝う記事と新
聞の同じ紙面に掲載されたことは興味深い49。対日批判、対米批判が盛んになった時期に、タイは中国
との国交正常化に踏み切った。日本とアメリカという 2 つの大国を「敵」に回した学生運動は、頼りに
                                                        































                                                        
50 Narumit Sotsuk. (1984). supra note 2. 























『タイにおける共産運動』 『タイの共産運動』 『タイ共産党に関する知識』 『中国の革命』 
(1974) (1974) (1976) (1974) 
出所：<www.siambook.net> (Retrieved 2017 December 20) 
 以下の表でわかるように、1974 年〜1975 年の間、『Sangkhomsat Parithat』にはほとんど毎号に共産主義
に関する文章が載っている。特に、1974 月 5 月号と 9 月号は、社会主義や右派の思想、農民・労働者の
苦しさに焦点を絞り、農民・労働者に対する同情を呼びかける一方、タイ社会にとって社会主義も良い




                                                        




55 Ratiporn Srisomsap (2010) Chak Phai Kukkam Su Khwampenmit: Kanprapplian Kanrapru Khong Prathet Thai To Chin Nai Ngan Dan Chinsuksa Nai 
Prathet Thai［脅威から味方へ：タイの中国研究における対中観の変遷］(Master’s Thesis). Chulalongkorn University, p. 73.  


















表 15 1974年〜1975年の『Sangkhomsat Parithat』に掲載された「共産主義」や「社会主義」に関する文章 
巻 号 年月 題名 





12 2 1974年2月 ・社会主義と共産主義 
・なぜ共匪がいないといけないのか？ 
12 4 1974年4月 ・ナーサーイ村：最初及び最後の一滴の涙ではない 





12 6 1974年6月 ・共産主義村への訪問 
12 7 1974年7月 ・ククリット首相への公開書簡 





13 1 1975年1-3月 ・パッタルンからの報告：タン・デーン事件 
・農民の革命と土地改革 
・資本主義と毛主義の経済発展 
13 2 1975年4-7月 ・農民・労働者の闘争へ（詩） 
（注）原文タイ語、筆者翻訳 
表 16 『Sangkhomsat Parithat』に連載された「中華人民共和国紹介」コラム 
巻 号 年月 題名 
11 10 1973年10月 中華人民共和国紹介：中国の外交官 
11 11 1973年11月 中華人民共和国紹介：第10回全国人民代表大会 
11 12 1973年12月 中華人民共和国紹介：大学生の力量 
12 1 1974年1月 中華人民共和国紹介：反革命派の孔子 
12 3 1974年3月 中華人民共和国紹介：日中関係 
13 6 1974年6月 中華人民共和国紹介：中国の医療制度 
12 8 1974年8月 中華人民共和国紹介：文革後の闘争 
12 12 1974年12月 中華人民共和国紹介：李大釗 
















 1974 年 1 月、政府の役人がナーサーイ村が共産化したという理由で、村を焼き払ったナーサーイ村事


















                                                        
57 “Chin Nok Waen Dulles”［ 中国、ダレスの眼鏡を外して］. Siamrath Sapdawichan, 1974 December 1, p. 9. 




















第 3節 政界における左派の包摂 




























表 17 1975年 1月 26日選挙の結果 
政党名 
（基本経済政策） 





72 231 タイ党 4 45 
社会正義党 45 237 国家復興党 3 97 
タイ国民党 28 210 民主主義党 2 82 
社会農民党 
（社会民主主義） 
19 121 主権党 2 25 
社会行動党 18 230 タイ国土党 2 22 
社会国家党 16 142 人民勢力党 2 12 
タイ社会党 
（社会主義） 
15 82 農民党 1 36 
新勢力党 
（社会主義） 
12 102 地方開発党 1 1 
社会主義戦線 
（社会主義） 
10 74 労働党 1 26 
平和人民党 8 78 自由人民党 1 31 
人民正義党 6 21 経済人党 1 9 
   計 269 1,914 
※上記の22党のほか、20党からは当選者なし。全立候補者数は2,199人。 
出所：アジア経済研究所（1976）前掲論文（註15） pp. 289, 330. 





                                                        
59 “Rai-ngan Kanprachum Saphaphuthan Ratsadon”［下院議員会議記録4/2518］, 1975 March 19, from Legislative Institutional Repository of 







 この 2つの外交方針は、国際情勢の変化と国内における対米不満への対応でもあった。4月 17日にプ





















                                                        
60 アジア動向年報重要日誌：1975年4月17日 < https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1975-04-17-1> 
61 アジア動向年報重要日誌：1975年4月22日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1975-04-22-2> 
62 筆者は、彼がラジオで放送した「プアン・ノーン」という番組、彼が執筆した「サイアム・ラット5ページ」という新聞
コラムを通して確認した。具体例として、以下の文章を挙げられる。①Kukrit Pramoj. (1972). Kukrit Wichan［ククリット論
評］. Bangkok: Kaona, p. 97. ②Kukrit Pramoj. (1970). Songkhramyen［冷戦］. Bangkok: Bannakhan, p. 39, 95.  ③Kukrit Pramoj. (1969). Lok Suantua Khong Communist［共産主義者の個人世界］. Bangkok: Bannakhan, p. 374.   





























 サヤームラット 5 ⾴のコラムに書いた内容ですが、正直に申し上げますと、作家であるということは、毎⽇書
くことです。何を書いたか、そんなに覚えていません。毎⽇書いているから、時には忘れて、時には覚え間違っ
                                                        
64 Pirun Chatwanichkul. (1973). “Kan Mueang Thai Kap Kan Pai Su Sangkhomniyom”［タイ政治と社会主義への道］.Sangkhomsat Parithat 11 
(11), p. 65. 
65 Kukrit Pramoj. (1970). Songkhramyen［冷戦］. Bangkok: Bannakhan. p. 39. 
66 Kukrit Pramoj. (1969). Lok Suantua Khong Communist［共産主義者の個人世界］. Bangkok: Bannakhan, p. 374.  
67 Teamngan Nak Nangsuepim Awuso. (2007). Prawatsat Kanmueang Thai Nai Adit［タイ近代政治史］. Bangkok: Akhane Printing, p. 347.  
68 Thamrongsak Petlertanan. (1997). Naeokhwamkhit Thang Kanmueang Lae Settakit Thai Khong M.R. Kukrit Pramoj Samai Pen Nayokratthamontri
［ククリット首相の政治・経済思想］. Bangkok: National Research Council of Thailand. p.153. 
69  Prachathippatai, 1975 July 2.  






























 この過程を促したのは、1973年 10月にいわゆる第 1次石油危機が発生したことである。原油価格が急
騰したため、新たな供給源を探索せざるを得なかったタイは、12 月 24 日 にチャーチャーイ外務副大臣
以下 13名の代表団を北京に派遣し、中国政府と交渉した。その結果、中国はディーゼル 5万トンを「友
好価格」で輸出することに同意した。両国はこのムードに乗じて、医師と学術関係者、サッカーチーム、
                                                        
71 “Rai-ngan Kanprachum Saphaphuthan Ratsadon”［下院議員会議記録 4/2518］, 1975 March 19, p.292, from Legislative Institutional Repository 

















治安維持本部（Internal Security Operations Command）の全廃を要求する声が高まり78、軍部の社会的地位は
低下していた。軍部の動きと発言はもはや注目されなくなっていた。例えば、クリット・シーワラー国
軍最高司令官（Kris Sivara）は 1975年 4月 14日に「現在全国に、150～200人のグループで総員 7000人の










                                                        
73 Chulacheep Chinwanno. (2010). 35 Pi Khwamsamphan Thang Kanthut Thai-Chin Putthasakkarat 2518-2553: Adit  Patchuban Anakhot［タイ中外
交関係35周年1975年〜2010年：過去、現在、未来］. Bangkok: Openbooks, p. 61.  
74アジア動向年報重要日誌：1974年12月6日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1974-12-06-1> 
75Thamrongsak Petlertanan. (1997). supra note 68, p. 153. 
76Anand Panyarachun. (2000). “Pathakatha Phiset”［特別講演］. Khien Theeravit, Cheah Yan-Chong. (2000). Khwamsamphan Thai-Chin: Liao Lang 
Lae Na ［タイ中関係：回顧と展望］. Bangkok: Institute of Asia Studies, Chulalongkorn University, p.20. またはPrachathippatai, 1974 
August 19.  
77 “Thahan Thai: Khwam Sueamsom Thi Mai Mi Khrai Prapprung”［タイ軍：誰でも改善しない堕落した組織］. Prachachat Rai Sapda, 
1975 February 6, pp.32-42.  
78 Bangkok Post, 1976 October 3. 
79 アジア動向年報重要日誌：1975年4月14日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1975-04-14-2> 
80 “Sarup Khao Nai Ropsapda”［一週間のニュース］. Prachachat Rai Sapda, 1975 July 3, p. 17.  
































































 1973 年 10 月 14 日事件以降、政治の自由化が進むなか、軍事政権の期間中に「左傾」と見なされてい
た行動が許されるようになった。サンヤー暫定政権は、共産主義思想を受け入れた学生運動に対して、
                                                        
82 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1975). “Samphanthaphap Thang Kanthut Rawang Prathet 
Thai Kap Satharanarat Prachachon Chin”［タイと中華人民共和国との外交関係］. Thathi Ratthaban Thai Nai Kan Poet Khwamsamphan 
Thang Kanthut Kap Satharanarat Prachachon Chin［対中外交関係に対するタイ政府の姿勢］. No. I1304-072-302-601-1809, pp. 4-6. 
83 Chulacheep Chinwanno. (2010). supra note 73, pp. 63-64.  































 第 2 項と第 3 項では、外務省の動きとその反響を考察した。新政府は共産主義国家を含め、あらゆる








 もちろん多くの研究が指摘したように、サイゴンの陥落、インドシナ 3 国の共産主義化、中国の積極
的な態度が、タイ・中国交正常化にとって重要であった。しかし 1972年 9月のピンポン外交で始まった








                                                        







第 4節 右派の逆襲 
 タイ・中国交正常化が学生運動と政界のどのような対中認識に基づき行われたかについて、第 2 節と
第 3 節で述べた。第 3 節において、外務省と軍部との対立に触れたが、第 4 節では、一般市民の対中認
識と軍部の動きを中心に論じたい。 
 
第 1項 一般市民の対中認識 
 ここでは、キアン・ティーラウィット（1975）88 とチュラーロンコーン大学社会調査組織（1978）89の
世論調査の結果を主な資料として利用したい（表 18と表 19）。 






表 18 設問①タイが中国のことどのぐらい知っているか。 
1974年 1977年 答え 
60.7％ 53.9% タイと中国と国境を接していないことを知らない。 
52.7％ -- 中国共産党政府と国民政府という 2つの政権があることを知らない 
85.7％ 77.1% 中国の人口がどのくらいあるかを知らない。 
79.8％ -- 中国の総理が誰かを知らない。 
51％ -- 毛沢東が共産党の主席であることを知らない。 
74.3％ 65.5% 中華人民共和国が国連の一員であることを知らない。 
62.2％ -- タイと中国が外交関係を持たないことを知らない。 
-- 47.8% タイと中国が外交関係を持つことを知らない。 
しかし… 
68.9% -- 中国が社会主義国家であることを知っている。 
出所：①Khien Theeravit. (1975). supra note 29.  ②Chulalongkorn University Social Research Institute. (1978). supra note 89.に基づき、筆者翻
訳、作成。 
 
表 19 設問②中国に対して、どのようなイメージを持っているか 












60.9 36 12.5 45% 31% 中国が好戦的な国家だと思った。 
5.9 24 65 14.9% 17.5% 中国が平和的な国家だと思った。 
47.7 71 20 43.7% 70.3% 中国が他の国を侵略したことがあると思った。 
                                                        
88 Khien Theeravit (1975). supra note 29.  
89 調査対象：一般市民2,859人（学生を含む）、官僚128人、調査期間：1977年10月20日－31日。Chulalongkorn University 
Social Research Institute. (1978). Khwamsamphan Rawang Thai Kap Chin Nai Thatsana Khong Khon Thai［タイ人から見たタイ中関係］. 







1974年 1977年 答え 
111人 
(5.6%) 





64.5 91 75 60 86.7 中国がタイの共産党を支持していると思った。 
50.2 57 27.5 45 41.4 中国はタイを侵略する意図があると思った。 
そのなか、侵略の理由は？ 
「資源のため」を答えた人が、市民が 70％、官僚が
50.9%、学生が 9%  
「タイにアメリカ軍人がいるから」を答えた人は、


















（中国：市民: 7.4 官僚 3.6）（日本：市民: 11.8 官僚
1.8） 
出所：同上。筆者翻訳、作成。 
 興味深いことは、質問 2（表 19）に対する回答である。1974年の時点で、60.9%の市民が、「中国が好
戦的な国家」だと答え、47.7％の市民と 71％の官僚は、「中国は他の国を侵略したことがある」と答え



















第 2項 「右による左の殺害」 















 もう 1 つの作戦は、学生運動のイメージを変えることであった。1974 年から、学生運動を攻撃するよ
うな噂が広がった。学生は、本業である勉強をせず、社会の混乱を起こしていると宣伝され93、共産主
義国から 4 億バーツの賄賂を受け、王室を倒すことを狙っているとされた。反日デモ、反米デモに主導
的な役割を果たした NSCT 総書記ティーラユット は、中国から賄賂を受け、1 億バーツの貯金をもらっ
ていると言われた。またもう 1 人の学生運動の指導者であるセークサン・プラサートクン（Seksan 
Prasertkul）は、中国とアメリカから 20 万バーツの月給を受け取っているという噂も広く伝わった94。こ
                                                        
90村嶋英治（1982）前掲論文（註8）p.40. 
91同上. 
92 Ji Ungpakorn. (2002). “Chak Sokkanattakam Thueng Like Kanmueang Kanpatirup Kanmueang Kanpokkhrong Thai Nai Ngao Khong 6 Tula”［政
治悲劇から政治演劇へ：10月6日事件の陰のなかのタイ政治の改革］. Sangkhomsat, 33(1), p. 59. 
93 “Botnam: Kantosu Khong Nakrian Nisit Naksueksa Kue Kan Tosu Khong Prachachon”［前書き：大学生の戦いは民衆の戦いである］. 
(1974). Sangkhomsat Parithat 12 (8), pp. 10-11. 
























教、王室を掲げ、愛国心を煽る「雷鳴がゴロゴロと轟く」（Priang Priang Siang Fa Fat）や「国のお荷物」









                                                        
95 Wirat Sakjirapapong. (1974). “Nisit Naksueksa Kap Kanmueang Thai Nai Anakhot”［大学生とタイ政治の未来］. Sangkhomsat Parithat, 
12(10), pp.46-47. 
96 アジア動向年報重要日誌：1975年8月21日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1975-08-21-1> 
97 村嶋英治（1982）前掲論文（註8）p. 41. 
98 Anand Panyarachun. (1990). “Phuk Mit Kap Satharanarat Prachachon Chin” ［中華人民共和国と友好関係を結ぶ］. In Chantima Ongsurak 
ed., Nayobai Tangprathet Thai Bon Thangphraeng［岐路に立つタイ対外政策］. Bangkok: Thammasat University Press, p.137. 
99 Pornpirom Chiangkul. (1992). supra note 14, p.195.  
100 Puangthong Rungswasdisab Pawakapan. (2006). Songkhram Vietnam: Songkhram Kap Khwamching Khong “Ratthai” ［ベトナム戦争：戦争









 左右の対立は、1975年 8月以降一層鮮明になった。タイ・中国交正常化 1ヶ月後の 8月、学生運動、
知識人と、右派の軍人・警察官、新勢力との対立が暴力衝突に発展した。8月 3日に農民指導者と学生 9
人が、鉱山の不法占拠及び公務員の監禁予備罪などの罪を問われ、逮捕された。5 日から 9 人の釈放を
要求して、NSCTが中心となって抗議集会を行った。その結果、9人は釈放された。しかし今度は逆に釈
放に反対する 2000人の警察官が集まり、ククリット首相私邸に乱入した。ククリットは乱入者に対して
処罰をせず、この事件は一旦解決されたが、この事件は、もう 1 つの別の事件を引き起こした。5 日か
ら NSCT が抗議集会を行った際、職業学校生が NSCT のガードマンに銃撃されて負傷した。加害者の公
表を求めて、NSCTに対する抗議デモが行われ、大規模な破壊活動に発展した。21日になり、NSCT書記
長は、破壊を行なったのは「赤い野牛」であり、その背後に首都警察の高官がいると非難した101。 
 この 2 つの事件は、タイ社会における左右の対立が暴力化したことを物語っている。「右による左の
殺害」（Kwa Pikaat Sai）というフレーズが流行し、社会には不安と緊迫した空気が流れた。左派に対す
る右派の暴力事件が頻繁に発生し、1974年 8月〜1976年 9月の間、農民指導者 32人、左翼政治家 3人、
大学生 15人が殺害された102。 











                                                        
101 アジア動向年報重要日誌：1975年8月3日〜21日. 
102 Thanet Apornsuwan. (1978) Sangkhom Lae Kanmueang Thai［タイ社会と政治］. Bangkok: PhiPhi, pp. 110-116.  
103“Kittiwuttho Pikkhu: Kha Communist Dai Bun Mak Kua Bap”［ キティウトー僧：共産主義者を殺しても罪よりも、功徳の方が多









される。このような状況のなかで、1976 年 4 月の総選挙において、366 人の左翼政党立候補者のうち、6
人しか当選しなかった104。一時的に台頭した左派は、1年も経たないうち退潮を余儀なくされた。 
 
第 3項 10月 6日事件への道 
 左派と右派の対立をさらに激化させたのは、8月のプラパートの帰国と、9月の僧形のタノームの帰国
である。NSCT と民主党は当日、タノームの国外追放を要求する声明を発表したが、タイ国民党、社会










けた。10 月 4 日から民間右派集団のカティンデーン、ナワポンが、大学生が集会を開いていたタマサー
ト大学周囲を囲み、抗議活動を行った。 
図 15 10月 6日惨事を代表する写真 
 
（出所）10月6日事件記念ウェブサイト <URL: http://www.2519.net/newsite/เเฟ้มภาพ/ > 
                                                        
104 ①新勢力党：立候補者204人、3人当選 ②タイ社会党：立候補者125人、当選者2人 ③社会主義戦線：立候補者37人、
1人当選。Chaisit Sinsomboonthong. (1976). “Watthanatham Thang Kanmueang Kap Rabop Sangkhomniyom”［タイの政治文化と社会主





























 ここで、第 4節の内容をまとめてみよう。 
 第 4節では、軍部の動きに焦点を当てて論じた。1974年と 1977年に行われた世論調査の結果で明らか
なように、一般民衆の中国についての知識はまだ少なく、対中恐怖感が根強く残っていた。これは、長
年にわたる中国情報の封鎖と反共政策の結果であった。学生運動の主張や外交政策の転換は、十分に民
                                                        
105 Weerawan Thatsanutakul. (2017). “Prawatsat 6 Tula: Chak Banthuek Lae Khwamsongcham” ［10月6日事件の歴史：記録と記憶に基づい
て］<http://www.2519.net/newsite/2016/ประวติัศาสตร์-6-ตุลา-จากบ/> ただし、遺体回収を行った「泰國義徳善堂」というボランティア団
体のデータによると、約530人の死者が出たと発表した. 
106 アジア経済研究所 （1977）前掲論文（註19）p.292. 原文は“Thalaengkan Khong Khana Patirup Kanpokkhlong Phaendin”［国家統治
革命団布告］Ratchakitchanubeksa Lem［巻］93, Ton［号］120, 1976 October 6 <http://www.ratchakitcha.soc.go.th/DATA/PDF/2519/ 





























 第 3節では、政界の動きを考察した。タイ・中国交正常化への動きは 1972年の「ピンポン外交」から
始まったが、正式の国交樹立は3年後の1975年7月1日まで待たなければならなかったことを考えれば、
国交樹立には政治的雰囲気の醸成が不可欠であった。10月14日事件後、左翼と見なされた学生運動が、
政府の一翼になり、国会において、左翼の政党も台頭し始めた。1975 年 3 月に首相になったククリット
は、中華人民共和国との国交樹立を政策の 1 つとして発表した。これを受けて、外務省は積極的に動き
















 ここでナルミット（1984）が述べた中国のイメージにまで話題を戻したい。ナルミットは 1973 年以降
の中国イメージが、「悪魔」から理想社会を創造する「天使」へと一変したと述べた。しかし、本章の
内容から分かるように、この 3 年間の中国のイメージは、左派と右派の「綱引き」のなかで揺れ動いた。






























―ククリット⾸相、1975年 7⽉ 5⽇1― 
 
はじめに 
















                                                        
1 Department of Information, Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1975). “No. 19/2518 M.R. Kukrit Pramoj Nayokratthamontri Doenthang Pai Yuean 
Satharanarat Prachachon Chin Puea Fuenfu Samphanthaphap Thang Kanthut” ［ククリット首相は外交関係を回復するための訪中］. 
Khao Nangsuepim Kiaokap Khwamsamphan Rawang Thai-Chin 2517-2518［タイ中関係に関する新聞記事1974-1975］. No. I0903-072-











タイの政治問題に深く関わっていたのである。第 4 章では、この 2 つの問題への中国の対応、タイの中
国に対する評価を考察した上で、中国像はどう変化したかを分析してみたい。 














第 1節 カンボジア紛争と中国イメージの変貌 
 タイ語と中国語のなかには、「サターナカーン・サーン・ウィーラブルット」と「時勢造英雄」とい
うことわざがある。「時勢」が「英雄」を作り上げるという意味である。カンボジア紛争の勃発後のタ
                                                        
2 例として、①Wasin Ruengpratheepsaeng. (1991). Nayobai Tangprathet Khong Satharanarat Prachachon Chin to Prathet Thai Rawang Pi 
Putthasakkarat 2521-2531: Nen Wikhro Miti Thang Kanmueang［1978年〜1988年における中国人民共和国の対タイ政策：政治分析
を中心に］(Master’s Thesis). Thammasat University. ②Surachart Bamrungsuk. (1987). “Thai Kap Panha Kamphucha: Ponkratop To Nayobai 
Khwammunkhong Lae Tangprathet Khong Thai”［タイとカンボジア問題：タイの安全保障と対外政策に対する影響］. Asia 
Parithat, 8(2), pp. 20-32. ③Ian Storey. (2013). “Thailand and China: A Special Relationship” in Southeast Asia and the Rise of China: The Search for 
Security. London: Routledge. ④Jiranuwat Sawasnatee, Tai Wan Ping. (2013). “Liao Lang Lae Na 37 Pi Khwamsamphan Thai-Chin: Mummong 
Thritsadi Sansangniyom-Chak Mit Pen Sattru Chak Sattru Su mit”［タイ中関係37周年の回顧と展望：社会構成主義の視角から—友か
ら敵へ、敵から友へ—］. Veridian E-Journal, SU, 6(1), pp.94-118. ⑤Leszek Buszynski. (1982). “Thaiand: The Erosion of a Balanced Foreign 














第 1項 第 1期：カンボジア紛争の勃発とタイの外交バランス（1978年〜1980年） 




 カンボジアでは、1978年 12月 2日にベトナムの支援を受けた反ポル・ポト政権である「カンボジア救
国民族統一戦線」が結成された。そして、12月25日には、ベトナム軍がカンボジアに侵攻する。翌1979




ク首相は、1979年 1月 12日に ASEANの外相と共に関係諸国に対し、中立政策の維持、平和的手段によ
る問題の解決、及び占領軍のカンボジアからの撤退を要請する声明を発表した3。また、1 月 15 日に、
ASEAN諸国の働きかけで「カンボジアからのベトナム軍の撤退を求める」決議案が国連安全保障理事会
に提出された。厳正中立の立場を取ったことで、ベトナムに対する国民の心配を和げようとする意図が
見られた。例えば、1 月 18 日の記者会見で、「もしタイ領が外国軍隊によって侵略されたら、我々は全
面的に抵抗する。カンボジア情勢は周辺諸国の深い関心事であるが、過度な警戒は必要ない」と述べた
4。6 月 2 日、クリエンサック首相とベトナムのグエン・コ・タク外務次官との会談で、首相は「タイと
                                                        
3 ASEANの基本姿勢は、(1)全外国軍のカンボジアからの撤退、(2)カンボジア人民の自決権を尊重し、カンボジアの主権、
領土保全、独立と内政不干渉原則の尊重、(3)問題を平和的に解決するために事務総長の斡旋を要求する、などであっ






























 2 月 17 日、中国軍は陸上国境を越えてベトナムの北部に進攻し、ベトナム軍と大規模な戦闘を開始し
た。「中越戦争」の勃発である。この戦争に対して、タイを含めたASEAN5カ国は20日に、インドシナ
紛争に対する中立政策と、関係諸国に対して平和的手段による問題解決を要請する声明を出した10。こ
                                                        
5 アジア動向年報重要日誌：1979年6月2日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1979-06-02-1> 
6 アジア動向年報重要日誌：1979年10月20日 <https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1979-10-20-1> 
7 “Nayobai Tangprathet Khong Thai Thi Plianpai” ［変化していったタイの対外政策］.Siamrath Sapdawichan, 1980 July 20, p. 20.  



































                                                        
11 “Chin Buk Vietnam: Lakkan Lae Hetpon” ［中国によるベトナムへの侵略：原則と理由］. Siamrath Sapdawichan, 1979 February 25, pp. 
11-12. 
12 例えば、①Dara Duangdee, Prayoon Pitnaka. (1979). Songkhram Chin-Vietnam［中越戦争］. Bangkok: Bandarnsarn. ②Chakrit Pitsanurak. 
(1979) Songkhram Nokbaep Chin-Vietnam Khwampenma Chanuan Songkhram Indochin［中国・ベトナム：インドシナ戦争の導火線］. 
Bangkok: Pitthayakan.  ③Thawit Seniwong Na Ayutthaya. (1979). Songkhram Chamkat? (Chin-Vietnam)［限定戦争？（中国・ベトナ
ム）］.Bangkok: Daohang.  
13 Thawit Seniwong Na Ayutthaya. (1979). Songkhram Chamkat? (Chin-Vietnam)［限定戦争？（中国・ベトナム）］.Bangkok: Daohang, p. 6.  











 タイをはじめとする ASEAN 諸国は、中国のベトナムに対する懲罰を軍事的⾏動というよりも、戦略的動きと






















第 2項 第 2期：「味方」と見なされた中国（1980年〜1985年） 
 クリエンサック政権は原油価格の高騰によるインフレの悪化、カンボジア難民問題、軍部組織内にお
ける対立を原因として 1980 年 2 月に退陣した。そして 3 月にプレーム・ティンスーラーノン（Prem 
                                                        
15 Noranit Setthabut. (1983). “Udomkan Kap Ponprayot Kan Khatyaeng Nai Indochin”［理念と利益：インドシナ紛争］. Siamrath 
Sapdawichan,1983 November 20, p. 17.  
16 Chumporn Sangkapricha. (1979). “Prathet Thai Kap Khwamkatyaeng Nai Asia Akane”［タイと東南アジアにおける対立］.Asia Parithat, 1 
(1), p. 60. 
17 Ibid., p. 59. 















る。 ①	カンボジア反越 3派21の軍隊、また、3派による連合政府である民主カンボジア連合政府（Coalition 
Government of Democratic Kampuchea、CGDK）の形成を支持する（1982年 6月 22日に樹立）。 ② ベトナムにカンボジアからの撤退を要求するため、ASEAN と国連に働きかけ、各国政府の力、国際





ク・ムン村、ノーンチャーン村などの 7 つの村を占領した。そして、1981 年〜1985 年の間、ベトナム軍
が頻繁に国境を越えて、難民キャンプ、学校、病院などを攻撃した24。ベトナム軍の被害を受け、
                                                        
19 Ornanong Noiwong. (1998). Kamphucha: Nayobai Tangprathet Thai Samai Pon-ek Prem Tinnasulanon［カンボジア：プレーム政権時代の
タイの対外政策］. Bangkok: The Thailand Research Fund, p. 45. 




22 Khien Theeravit. (1983). “Nayobai Tangprathet Thai”［タイの外交政策］. Siamrath Sapdawichan, 1983 September 4, p. 37.  















ってもたらされた国防上、経済上の負担も大きい。政府の統計によると 1980年 12月 26日に、タイにお
けるインドシナからの難民数は合計 261,454 人に達し、その内訳はカンボジア人 154,766 人、ラオス人
103,129人、ベトナム人 3,559人であった26。 
















 1980 年 6 月のベトナム軍のタイ国境侵攻は、タイ中の脅威に対する認識をより一致させ、戦略的な関
係を緊密にさせた。チュッラチープ（2010）29は 1980 年以降のタイ中関係を「非公式戦略的パートナー」
                                                        
25 Theera Nuchpiam. (1983). “Thai Kap Panha Kamphucha: Thang-ok Yu Thi Nai?”［タイとカンボジア問題：解決策はどこにあるか］. 
Asia Parithat, 4 (1), pp. 23-55. 
26 Ibid., p. 28.  
27 Khien Theeravit. (1981). “Thailand’s Response to the Vietnamese Aggression in Kampuchea”. Asia Parithat, 2 (4), p. 71.  
28 Prasong Sunsiri. (1983). “Khwammankong Haeng Chat Khong Thai Kap Kankhayai Saenyanuphap Thang Thahan Khong Soviet Nai Phakphuen 
Tawan-ok Klai”［タイの安全保障とソ連の極東における軍備拡張主義］. Asia Parithat, 4 (2), p. 8. 
29Chulacheep Chinwanno. (2010). 35 Pi Khwamsamphan Thang Kanthut Thai-Chin Putthasakkarat 2518-2553: Adit  Patchuban Anakhot［タイ中外

































                                                        
30 Chulacheep Chinwanno. (1987). “Khwamruammue Thang Thahan: Miti Mai Nai Khwamsamphan Thai-Chin”［軍事的協力：タイ中関係の新
側面］. Asia Parithat, 8 (2), p.19. 
31 Surachart Bamrungsuk. (1987). “Thai Kap Panha Kamphucha: Ponkratop To Nayobai Khwammunkhong Lae Tangprathet Khong Thai”［タイとカ







表 20 訪中したタイの指導者 
人物 期間 
1）王室  ①シリントーン王女（ラーマ9世の次女） 1981年5月、1990年4月、1991年3月 ②ナラーティワートラーチャナカリン王女 
（ラーマ8世、ラーマ9世の姉） 
1985年5月、1985年12月、1987年4月 
③ワチラロンコン皇太子 1987年2月、1988年7月 ④チュラーポーン王女 （ラーマ9世の三女） 1988年12月 
2）政府指導者  ①首相―クリエンサック・チャナマン 1978年3月末〜4月初 ②首相―プレーム・ティンスーラーノン 1980年10月、1982年11月 ③首相―チャートチャーイ・チュンハワン 1988年11月、1989年3月、1989年10月、1990年
11月 ④首相―アーナン ・パンヤーラチュン 1991年9月 ⑤副首相―スントーン ・ホンラダーロム  1979年1月、1980年10月 ⑥副首相兼タイ国軍最高司令官― 
サーム・ナナコーン 
1981年5月 
⑦副首相―ピチャイ・ラッタクン 1984年12月 ⑧副首相―チャートチャーイ・チュンハワン 1986年9月、1987年10月 ⑨副首相―ポン・サーラシン 1987年6月 
副首相―チャワリット・ヨンジャイユット 1990年6月 ⑩外相―シティ・サウェートシラ  ー 1984年7月、1985年6月、1986年1月、1987年8
月、1989年3月 ⑪外相―スビン・ピンカヤン 1990年11月 ⑫外相―アサー・サーラシン 1991年5月13日 
3）国民議会  ①国会議長―ハリン・ホンサクン 1979年10月 ②国会議長―ジャールブット・ルアンスワン 1983年8月 ③国会議長―ウグリット・モンコンナーヴィン 1985年7月、1988年9月 ④下院議長―ブンテーン・トーンサワット 1980年11月 ⑤下院議長―ウタイ・ピムチャイチョン 1983年8月 






④陸軍司令官―スチンダー・クラープラユーン 1991年7月 ⑤海軍司令官―プラパット・チャンタヴィラット 1984年6月 ⑥空軍司令官・パニアン・カーンタラット 1981年5月 ⑦空軍司令―プラパン・テゥパテーミ  ー 1984年6月 












表 21 訪タイした中国の指導者 
人物 期間 
1）政府指導者  ①副首相・鄧小平 1978年11月 ②国家主席・李先念 1985年3月 ③国家主席・楊尚昆 1991年6月 ④首相・趙紫陽 1981年1月末〜2月初 ⑤首相―李鵬 1988年11月、1990年8月 ⑥副総理―田紀雲 1986年10月 ⑦副総理―万里 1987年12月 ⑧外相・黄華 1981年1月末〜2月初 ⑨外相・呉学謙 1983年7月末〜8月初、1984年2月、1987年4月 
2）国民議会  ①全国人民代表大会常務委員会副委員長―鄧穎超 1980年2月 ②全国人民代表大会常務委員会副委員長―葉飛 1984年12月 ③中国全国政治協会副主席―吕正操 1986年3月 ④全国人民代表大会常務委員会副委員長荣毅仁 1987年2月 











また、1983 年 2 月タイを訪問した楊得志総参謀長の次の発言も、タイではしばしば取り上げられた。す
                                                        
32 アジア動向年報重要日誌：1979年10月30日 <https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1979-10-30-1> 











 タイと中国は、各方面の協力関係を強化し、拡大させていった。1978 年 3 月、クリエンサック首相が
訪中した際、タイ中間で「貿易協定」、「科学技術協力協定」が調印された。1979年 1月 17日に、「タ
イ中石油長期貿易協定書」、21日に「タイ・中航空協定」が結ばれ、3月 23日に「タイ・中国海運協定」




第 3項 第 3期：武器援助と関係の緊密化（1985年〜1989年） 
 1985 年に入ってから、タイ中関係は軍事協力の面でも大きな進展が見られた。表 20 と表 21 で分かる
ように、軍指導部の間で相互訪問が頻繁に行われた。3 月に、傅経沢中国海軍副司令官がタイを訪問し、
軍用艦船の相互寄港を含めた両国海軍の協力強化に合意している。11 月には、中国はタイに対して大型
武器の援助を開始した。中国が 130ミリ砲 18基と 59型戦車 24台をタイに無償供与した。これは両国の
関係が軍事関係にまで及んでいることを示す象徴的出来事として注目される35。 









                                                        
34 チュラチープ・チンワノ（2009）「中国の台頭とタイの戦略的関与政策」恒川潤編『中国の台頭 ―東南アジアと日本の対
応―』防衛省防衛研究所 p. 94,『人民日報』1983年2月3日. 
35 平塚大祐・河森正人 (1986)「1985年のタイ―陸軍、プレーム＝チャワリット体制で固まる―」『アジア動向年報 1986年
版』p.250. 
36 The Nation, 1987April 12. 











表 22 タイに対する中国の武器移転 



















   
1986   ・ロメオ型潜水艦3台   
     

















1989   江滬型フリゲート艦6隻 F-7航空機3機 
 
1990  C-801 艦対艦ミ サイ
ル50基 
  
出所：①Bates Gill. (1991). “China Looks to Thailand: Exporting Arms, Exporting Influence”. Asian Survey, 31(6), p533.  ②チュラチープ・チン











し、ヘン・サムリン政権や、ベトナムとの対話を開始した。1989 年 1 月、シッティ外相がベトナムを訪
                                                        
38 チュラチープ・チンワノ（2009）前掲論文（註34） p. 96. 
39 Surachart Bamrungsuk. (1987). “Khwamruammue Dan Khwammankong Thai-Chin: Chak Sattru Su Mit”［タイと中国の安全保障の協力：
敵から友へ］. Matichon Sutsapda, 1987 July 19, p. 44. 













































第 2節 中国の路線転換とタイ共産党反政府勢力の弱体化 




第 1項 タイ共産主義勢力の弱体化 
 1980 年 5 月にプレーム首相は、このように述べた。「当政府は、国内の共産主義勢力との戦闘をタイ
の最重要の問題としている。（中略）国内にある共産主義勢力は重要であり、タイ最大の脅威である」
41。1980年代のタイ政府は、反政府の共産主義勢力を最重要の内政問題に設定したのである。 
 1976年 10月 6事件にともなうクーデターの後、大量の学生が森に入り、タイ共産党と合流し、反政府
武装闘争を展開した。ある評論雑誌によると「数千人の知識人が森に入ったため、全員に配布する銃が
たりなくなった」という42。1977 年 9 月 28 日、9 人の委員で構成される「愛国民主勢力調整委員会」
（Coordinating Committee of Nation and Democracy Loving Forces）が、統一戦線組織としてタイ共産党の下で組
織された。この 9人の委員会のなかには、タイ共産党（CPT）党員の他、タイ国社会主義党員（SPT）や
旧官僚などが含まれている。第 3章で取り上げた元タイ全国学生センター（NSCT）書記長ティーラユッ
ト ・ブンミーも重要なメンバーである43。1977 年〜1982 年の間、学生運動はタイ共産党の「イデオロギ
ーの戦線」（Ideological Front）として位置づけられた44。皮肉なことに、強硬な反共政策を取った 1977 年
〜1978年の間、タイ共産党は、強い共同戦線を組織し、空前の発展を実現したのである45。 
                                                        
41 “Chak Pa Su Mueang: Khao Kamlang Tham Arai”［森から都市へ：彼らは何をしているのか？］. Siamrath Sapdawichan, 1980 May 18, 
p. 6. 





「1970年代のタイにおける学生運動と共産党」『アジア経済』23（12）, p. 44. 
44 Pakinai Chomsinsapman. (2012). “Khabuankan Naksueksa Thai: Wikro Khwamklueanwai Khong Khabuankan Naksueksa Thai Nai Mueang Chuang 
Rawang 6 Tulakhom 2519 Thueng 2531”［タイの学生運動：1976年〜1988年の都市の学生運動の分析］ . Journal of Political Science 
and Law, 4(2), Burapa University, p. 159. 








体化し始めたのである。表 23が示しているように、共産党員の戦闘員が 1981年の 8,080人から、1985年
には 625人にまで急減した。 








出所：Surachart Bamrungsuk. (1987). “Khwamruammue Dan Khwammankong Thai-Chin: Chak Sattru Su Mit”［タイと中国の安全保障の協
力：敵から友へ］. Matichon Sutsapda, 1987 July 19, p. 43, 
 急減の原因は何か。第 2 項では、国内の原因である政策の転換を取り上げ、第 3 項では、中国の路線
転換に注目したい。 
 
第 2項 タイ政府による「政治攻勢」の実施 




 1980年 3月に発足したプレーム政権も、クリエンサックの路線を継承し、4月 23日に「共産主義に勝
利するための闘争政策に関する首相府令第66/2523号」を発した。この首相府令の主な内容は以下の通り
である。  
① ｢政治的 攻勢｣48により、早急に共産主義者を打ち負かし、共産主義革命戦争を終わらせる。 ② 共産主義革命戦争を終わらせるため、タイ共産党の共同戦線とゲリラ勢⼒を⼀掃する。 ③ 内戦を停⽌させるために、中⽴政策を実施する。 ④ 武装闘争から平和競争へ転換する。 
 目標を実現する手段は下記 2つにまとめられる。（［ ］は原文のなかの番号） 
                                                        
46 アジア経済研究所（1979）「1978年のタイ：政治的安定と農業生産の回復」『アジア動向年報1979年版』アジア経済研
究所 p. 266.   
47 吉田 幹正・平塚 大祐（1980）「1979年のタイ：インフレに揺らぐ経済」『アジア動向年報1980年版』アジア経済研究所 
p. 284. 
48 首相府令第66/2523号に則った政策 の説明 に関する首相府令第5/2524号（1981年 1月13日付）は、｢政治的 攻勢｣を｢タイ
共産党が革 命戦争 を遂行するのを助ける政治的条件すなわち戦争条件 を破壊排除す ること｣と定義づける。玉田芳史


























第 3項 中国の路線転換とタイ中関係の強化  
 1976 年は、中国が時代の転換を迎えた年である。1 月 8 日、中国の内政と外交を支えた周恩来が亡く
なった。9月9日に毛沢東が死去し、10月6日事件の同日に後継者になった華国鋒が、文革派である4人
組を逮捕することに成功し、1966 年から始まった文化大革命が終了した。その後、中国政治は急激な変




































                                                        
49 益尾知佐子・青山瑠妙・三船恵美・趙宏偉（2017）『中国外交史』東京大学出版会, p. 106. 
50 チュラチープ・チンワノ（2009）前掲論文（註34）p. 93. 
51 Narumit Sotsuk. (1989). Chang Kap Mangkon［象と龍］. Bangkok: Bamrungsarn, p.173. 
52 益尾知佐子（2010）『中国政治外交の転換点：改革開放と「独立自主の対外政策」』東京大学出版会, pp. 126-127. 


















 まずは、思想面の分裂である。1976年 10月 6事件後タイ共産党に合流した学生組織は、タイ共産党の
「共産主義」に対する解釈に異を唱え、両者の間に対立が生じた。 
















                                                        
56 Surachart Bamrungsuk. (1987). “Khwamruammue Dan Khwammankong Thai-Chin: Chak Sattru Su Mit”［タイと中国の安全保障の協力：
敵から友へ］. Matichon Sutsapda, 1987 July 19, pp. 42-44.  
57 “Samphat Phiset Thoetpum Chaidi” ［タートプーム・ジャイディーに対するインタビュー］.Tawanmai, 1980 November 10, p.11.   
58 Narumit Sotsuk. (1989). supra note 51, pp.173-175. 











物：ウドムなど）。 ③ 様々な路線を参考にして各自の路線を追求する「自立派」（主要人物：ティーラユットなど）60。 














                                                        
60 次の文章を参考にした。①Narumit Sotsuk. (1984a). “Chak Phap “Pisat” Phan Yuk “Nakbun” Su Khwam Pen “Manut”: Ponkrathop Thang 
Kanmueang To Sathanaphap Khong Chinsueksa Nai Prathet Thai”［「悪魔」、「天使」から「人間」へ：政治的影響から見たタイに
おける中国研究状況］. Thammasat, 13 (2), p.12.  ②“Phak Communist Rue Khabuankan Panyachon Thai: Khrai Pen Man”［タイ共産党、
または知識人運動：誰が失敗したか］. Matichon Sutsapda, 1981 June 14, p. 33. 
61 Matichon, 1979 June 10. 
62 “Phak Communist Haeng Prathet Thai: Prachum Samatcha Phak Krang Thi 4”［ タイ共産党：第4回党大会］. Khao Thai Nikon, 1979 
September 24, p.11.  
63アジア動向年報重要日誌：1982年8月4日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1982-08-04-2 > 
64 Buncha Suma. (1985). supra note 62, p.126. 
65 “Phak Communist Rue Khabuankan Panyachon Thai: Khrai Pen Man”［タイ共産党、または知識人運動：誰が失敗したか］. Matichon 



























投降したことは、66/2523 と 65/2525 号⾸相府令が実⾏されたことと、近隣諸国との関係改善の結果にほかならな
い70。 
小結 
 1976年 10月 6日以降、大学生・知識人はタイ共産党と合流し、共産主義勢力の影響力がピークを迎え
た。しかし、1978 年のクリエンサックの「国民的和解」の呼びかけ、1980 年に首相府令第 66/2523 号、
                                                        





究所, p. 243. 
70 Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1983). Botbat Khong Krasuang Kantangprathet Nai Dan Khwammankhong Lae Kanpatthana Setthakit 




















































第 1項 タイ中関係における「誠意」という表現 
 1970 年代末以降のタイ指導者の発言から、タイ中関係は「誠意」に基づいて構築されたものであり、
中国は「誠実な」国、「誠意を持っている」国であるという表現はしばしば使われていた。 





 上院議長ウタイは、1983 年 8 月の訪中の際、「訪問を通して、我々が得られたのは、親戚のような友
情、兄弟のような関係、そして真誠かつ平等的な待遇である。これらは金銭で買えない貴重な収穫であ
る」と述懐している74。 
 このような認識は、プーミポン国王にも共有されている。1987 年 2 月、国王が万里副総理と会見した
際、「現在、我々の間の関係は、一般的な政治外交の関係ではなく、真の友の関係である。現在我々の
                                                        
71 『人民日報』1978年4月1日. 

















はじめ、タイ中関係が冷却したターニン政権の 1 年間を除き、1980 年代まで続いていた。例えば、国交






 第 3 章で取り上げた外交記録のなかには、タイが中国と国交樹立すべきであることの理由の 1 つとし
て、以下の文章があった。 
 この 2 年半、事務レベルの交流を通じて、重要なことについて、相互に相⼿のスタンスをきちんと理解できて
いることが分かった。相⼿の誠意を試すことを理由に、外交関係の樹⽴を延期することは、何らメリットもない
77。 
 また、対中貿易を禁止する第 53号の革命布告を廃止すべき理由の 1つとして、以下の理由を挙げた。 
タイ中の間で、貿易関係を開始すれば、相⼿の誠意や信頼度を確認することができる78。 
                                                        
75 『人民日報』1987年12月22日. 
76 Department of Information, Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1975). “No. 19/2518 M.R. Kukrit Pramoj Nayokratthamontri Doenthang Pai 
Yuean Satharanarat Prachachon Chin Puea Fuenfu Samphanthaphap Thang Kanthut” ［ククリット首相は外交関係を回復するための訪
中］. Khao Nangsuepim Kiaokap Khwamsamphan Rawang Thai-Chin 2517-2518［タイ中関係に関する新聞記事1974-1975］. No. I0903-
072-302-202-1701. Archives and Library Division, pp. 91-92.  
77 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1975). “Samphanthaphap Thang Kanthut Rawang Prathet 
Thai Kap Satharanarat Prachachon Chin”［タイと中華人民共和国との外交関係］.Thathi Ratthaban Thai Nai Kan Poet Khwamsamphan 
Thang Kanthut Kap Satharanarat Prachachon Chin［対中外交関係に対するタイ政府の姿勢］. No. I1304-072-302-601-1809, p.4. 
78 Department of Information, Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1975). “No. 19/2518 M.R. Kukrit Pramoj Nayokratthamontri Doenthang Pai 
Yuean Satharanarat Prachachon Chin Puea Fuenfu Samphanthaphap Thang Kanthut” ［ククリット首相は外交関係を回復するための訪
中］. Khao Nangsuepim Kiaokap Khwamsamphan Rawang Thai-Chin 2517-2518［タイ中関係に関する新聞記事1974-1975］. No. I0903-

























第 2項 「誠意」の意味 
 タイで最も権威のあるタイ学士院版タイ語辞典85によると、「誠意」（Chingchai）という言葉には、2
つの側面が含まれている。1つは、「曲がったところのない心、うそいつわりのない、ごまかしのない
                                                        
79 Chulacheep Chinwanno. (2010). supra note  30, p.91.  
80 “Kaoli Nuea Tai Khwamchingchai Nai Kan Ruam Chat”［韓国と朝鮮、共存するための誠意］. Siamrath Sapdawichan, 1979 February 11, 
p. 14. 
81 “100 Pi Kankha Thai-Yipun: Bon Senthang Khwam Mai Chingchai”［ 誠意がない道を歩んできた100周年のタイ日貿易関係］. 
Siamrath Sapdawichan, 1987 September 20, p. 19. 
82 Thawit Seniwong Na Ayutthaya. (1979). supra note 13, p. 7. 
83 “Panha Kankha Chaidaen Thai-Laos: Khwamchingchai Kue Kunchae Thaluang”［タイ・ラオス国境における貿易問題：誠意が鍵だ］. 
Matichon Sutsapda, 1987 April 26, p. 12.  
84 “Thai-Vietnam Mai Mee Arai Mai Chak Kan Cheracha”［タイ・ベトナム：交渉で新しいものがない］.Siamrath Sapdawichan, 1981 June 
14, p. 15. 
85 Ratchabandittayasatan［学士院］. “Potchananukrom Chabap Ratchabandittayasatan Putthasakkarat 2554”［学士院版タイ語辞典2011年








心で物事に対する気持」（Borisut Chai） 86であり、もう 1つは、「見返りを期待しない正直な気持ち 」












 ① 言行一致 
 誠意の 1 つ目の意味は、「曲がったところのない心、ごまかしのない」ことである。この性格は、一
度言ったことを曲げず、そのまま実行するというものである。タイ人の国際関係観に適応すると、ある
国の指導者が発言の通りに行動するということである。 





 ククリットは、国交正常化直後の 1975年 7月 5日に、中国の誠意を信じる理由を、以下のように述べ
た。 
                                                        
86 原文：บริสุทธิb ใจ その意味：บริสุทธิb ใจ    มีความจริงใจ, มีใจใสสะอาด, ไม่มีเจตนาอืcนเคลือบแฝง, เช่น ทาํดว้ยความบริสุทธิb ใจ.. 
































 また、1977 年、1978 年と 2 回にわたり中国を訪問し、李先念、鄧小平と会見した元国防大臣タウィッ
ト・セーニーヴォンナアユタヤは『限定戦争？（中国・ベトナム）』で、鄧小平との会話を紹介し、鄧
小平を以下のように評価した。 
                                                        
89 Kamhaeng Paritanon. (1975). Banthuek Prawatsat Thai Poet Samphan Chin Deang［タイ・中国交正常化に関する記録］. Bangkok: 
Praphasan, p. 88. 
90Jain, R.K.  (1984). China and Thailand, 1949-1983. New Delhi: Radiant, p. 230. 
91 Anand Panyarachun. (2000). “Pathakatha Phiset”（特別講演）. Khien Theeravit, Cheah Yan-Chong. (2000). Khwamsamphan Thai-Chin: Liao 
Lang Lae Na ［タイ中関係：回顧と展望］. Bangkok: Institute of Asia Studies, Chulalongkorn University, p. 17. 
92 “Yuan Opphayop: Vietnam Chingchai Khae Nai”［ベトナム難民：ベトナムは誠意があるのか］. Siamrath Sapdawichan, 1978 December 

































 ベトナム軍がタイを攻撃する度に、中国は即座にベトナム北部を攻撃した。中国が 2 回にわたってベトナムを
攻撃したことは、中国が約束を守ることを証明するためである98。（『Siamrath Sapdawichan』, 1980 September 28） 
                                                        
93 Thawit Seniwong Na Ayutthaya. (1979). supra note 13, pp. 22-23. 
94 アジア動向年報重要日誌：1985年6月28日<https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1985-06-28-1 > 
95 Department of East Asian Affairs, Division III. (1988). “Thai-Chinese Relations and China’s role in Soueast Asia”. Khwamsamphan Rawang Prathet 
Thai Kap Prathet Chin 2531-2532［タイ中関係1988-1989］. No. 1104-072-302-601-31/03. 
96 “Thai-Chin-Soviet Khwamsamphan Samsao: Mittraphap Rue Songkhram”［タイ・中・ソ三角関係：友情か戦争か］. Siamrath 
Sapdawichan, 1980 November 9, p. 11. 
97 Chulacheep Chinwanno. (1987). supra note  30, p. 7. 
98 “Panha Kamphucha: Songkhram Kanthut Lae Kanthahan”［カンボジア問題：外交と軍事の紛争］. Siamrath Sapdawichan, 1980 September 








かで生まれた。1979 年 6 月、グエン・コ・タク外務次官がクリエンサック首相と会談した際、ベトナム
とタイは互いに侵略する意志がなく、相互不可侵協定も必要ないと合意していた。また 10 月 20 日に、
ベトナムにはタイを侵略する意図はないと語っていた。しかし、1年も経たない 1980年 6月 23日に、ベ
トナムがタイに侵攻した。タイのメディアは次のようにベトナムに対する批判を展開した。 
















表 24 1968—1984タイ日本貿易交渉結果 









第2回貿易交渉 ・毎年5千万ドルの赤字額の減少 ・受け取らない 
                                                        
99 “Vietnam Trabatsat Songkhram Chueng Koet Kuen”［ベトナムは約束を覆すため、戦争を発動した］. Siamrath Sapdawichan, 1980 June 
29, p. 8.  
100 “Vietnam Mai Mi Khwamchampen Cha Buk Thai? ”［ベトナム、タイを侵略する必要がない？］. Siamrath Sapdawichan, 1979 June 10, 
p. 14. 
101 原文：Not words but deeds. Not money, but sincerity are required for your cooperation and understanding. Japan may feel sincere with us, but we 
doubt her sincerity. 出所：Sulak Sivaraksa. (1986). “The Big Bad Brother of ASEAN”, Asian Action: Newsletter of the Asian Cultural Forum on 





































































































出所：Suedo Sudo (1988) “The Politics of Thai-Japanese Trade relations: A Study of Negotiation Behavior”, in Chaiwat Khamchoo, E. Bruce Reynolds 




表 25 1976年〜1988年の対日貿易収支 (単位：百万バーツ) 
西
暦 仏暦 









1976 2519 15,637 - 23,649 - -7,963 -12,080 
1977 2520 13,919 - 30,469 - -16,439 -22,977 
1978 2521 16,866 82,250 33,461 109,956 -16,595 -28,540 
1979 2522 22,901 106,881 37,636 153,463 -14,735 -47,053 
1980 2523 20,098 132,040 39,984 190,025 -19,886 -57,984 
1981 2524 21,704 150,218 52,521 216,000 -30,817 -65,781 
1982 2525 21,947 157,203 46,086 193,319 -24,139 -36,136 
1983 2526 22,087 145,076 64,757 234,278 -42,670 -89,237 
1984 2527 22,787 174,520 66,059 242,283 -43,272 -68,795 







1986 2529 33,134 231,481 63,656 245,690 -30,522 -14,368 
1987 2530 44,608 298,099 86,864 341,376 -42,256 -43,827 
1988 2531 64,412 399,230 148,905 501,400 -84,493 -102,171 














 ② 相手の立場をくみ取る 






大な態度を見せ続けた。例として以下のエピソードが挙げられる。1972 年 9 月経済・大蔵・工業省副長
官のプラシット・カンチャナワットが中国に訪問し、タイ中関係の今後について中国側と意見交換した。
                                                        
102 『朝日新聞』1984年7月28日. 
103 Prasert Jittiwatanapong. (1992). “Kanmueang Haeng Kancheracha Kankha Thai-Yipun”［タイ日貿易交渉］. Warasarn Pattana Boriharnsart 
(Thai Jounrnal of Development Administration), 32(1), pp. 89-111. 































が広がったのである。例えば、プラサート（1991）は 1980 年代における日本の ODA を以下のように評
価した。 
 タイでは、⽇本の ODA に対する批判は、いわゆる「誠意」の問題として取り上げられている。それは主とし
て、⽇本の援助の背後に潜む利潤追求的・商業的動機を批判するものである。そもそもタイでは、⾃⼰⽬的の追
                                                        
105 Sarasin Viraphol. (1976). Directions in Thai Foreign Policy. Singapore: Institute of Southeast Asian Studies, pp. 21-22. 























 もう 1 つの事例はアメリカである。1980 年、アメリカは対日貿易赤字を改善するために、様々な対策





的主要農産物の国際市況での低迷状態は 10年ないし 15年続くのではないかと心配された110。 
 食糧安全保障法の影響を緩和するために、タイ政府はタイ米経済関係改善委員会を創設し、アメリカ
との交渉を始めた。また、3 月〜4 月にはアメリカに対する抗議活動が展開された。4 月 1 日にタマサー
                                                        
107 プラサート・チッティワタナポン（1991）「日本のODAの問題点—タイからの視点」大隈宏訳『成城法学』38, pp. 6-7. 
108 『毎日新聞』1989年12月1日 東京夕刊. 
109 Khunthong Inthai. (1984). “Yipun Cha Pen Maebap Kanphatthana Khong Thai Dai Rue Mai”［日本はタイの発展モデルになり得るのか］. 
Warasan Thai-Yipun (Journal of Thai-Japanese Studies),1, pp. 66-70. 
























たが、メディアの論調は、アメリカに対して厳しかった。1988 年 12 月 14 日と翌年 1 月 22 日付の










                                                        
111 Thairath, 1985 August 21.  













第 3項 「イデオロギー大国」の仮面を捨てた中国 
 中国が「誠意ある国」として認識され、タイ人の対中親近感をもたらしたもう 1 つの理由は、1980 年
代における中国の発展状況にある。 
 1975年 7月に外交関係が樹立された後、ククリットは以下のような感想を述べた。 
















                                                        
113 Department of Information, Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1975). “No. 19/2518 M.R. Kukrit Pramoj Nayokratthamontri Doenthang Pai 
Yuean Satharanarat Prachachon Chin Puea Fuenfu Samphanthaphap Thang Kanthut” ［ククリット首相は外交関係を回復するための訪
中］. Khao Nangsuepim Kiaokap Khwamsamphan Rawang Thai-Chin 2517-2518［タイ中関係に関する新聞記事1974-1975］. No. I0903-
072-302-202-1701. Archives and Library Division, pp. 91-92.  
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対する影響］. Asia Parithat, 5(3), p. 37. 
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n119 “Kankaset Chin Daeng Ko Mi Panha”［中国の農業も問題がある］. Siamrath Sapdawichan, 1986 February 23, p. 22. 
120 Chaluai Ruangcharn. (1986). “Asia Cha Luk Pen Fai Ching Rue”［アジアは本当に危機を臨むか］. Siamrath Sapdawichan, 1986 February 
23, p. 21. 
121 Chaluai Ruangcharn. (1986). “Chin: Patirup Kongthap”［中国：軍隊改革］. Siamrath Sapdawichan, 1986 October 26, pp. 21-22. 
122 “Doen Khabuan Nai Lasa: Tibet Riakrong Ekkarat Chak Chin”［拉薩におけるデモ：チベットの独立運動］. Matichon Sutsapda, 1987 
October 11, p. 48. 
123 Prayoon Talengsri. (1984). “Panha Khwamsamphan Thai-Yipun Dan Kankha” ［タイ日関係の問題点貿易の問題点—貿易の面からの考


































                                                        
124 小林 慶二（1971）「アジア新日本評判記（現地報告・71年アジアの座標軸を求めて）」『朝日ジャーナル』13 (1), p. 83. 
125「開発途上国通用の意識構造(援助は先進国の義務)(経済大国日本位対する過剰な期待と要求」外務省アジア局「東南アジ
ア及び韓国における対日批判問題（1）—分析—」（1974年3月31日）p.6戦後外交記録『ASEAN諸国日本公館次席会議/










 また、タイの立場から考えると、「誠意のある」という中国像は、実はタイ側の 3 つのフィルターを
通して形成されたものである。 



















































 第 1 節では、カンボジア紛争の勃発とタイの国内情勢の変化を考慮しながら、タイ社会の中国に対す


















 第 2 節では、内政としての共産主義勢力の問題とタイの情勢に対する認識の変化を検証した。1976 年








































かかわった各派の勢力も和解に向かった。1988 年 8 月に発足したチャーチャーイ政権は、インドシナを
「戦場からタイの市場へ」転換する政策を打ち出した。 








 本章では、天安門事件からアジア金融危機までの約 10年間のタイ人の中国認識を検討する、第 1節で
は各分野、各レベルのタイ人の天安門事件への対応を考察する。第 2 節では、中国が台頭し、南シナ海
問題が中国と ASEAN との関係を複雑にするなかで、タイ人の中国観がどのように変化したのかを考察
する。そして第 3 節では、1997 年にタイを中心に発生したアジア金融危機のなかで、タイの人々はどの
                                                        
1 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1991). “Sunthorapot Nueang Nai Okat Khroprop 15 Pi Lang 
Kansathapana Khwamsamphan Thai-Chin”［タイ中外交関係樹立15周年］. Khwamsamphan Rawang Thai Kap Satharanarat Prachachon 












第 1節 1989年天安門事件とタイの対応  
 1989年 4月 15日、リベラルな指導者として、中国の人々の間で人気を博していた胡耀邦前総書記の死
去をうけて、4 千人にのぼる学生たちが、追悼と「名誉回復」を要求して、集会を催した。この追悼集
会は、言論、出版、結社の自由を要求する民主化運動へと拡大していった。学生運動の評価をめぐって、






る。死者は 4日までに 2,000名前後、負傷者 9,000名に達したと報じられた。活動家の多くは逮捕される









を取り上げ、第 2 項と第 3 項では中国政府と一定の距離を保ちながら、自由に議論を展開したメディア、
                                                        
2 事件の経過について、次の文献を参考にした。①馬場公彦（2013）「天安門事件に到る道 1988‒1990年―日本から見た
背景・経過・結末―」『アジア太平洋討究』21, pp. 125-147. ②樋泉克夫（1991）「タイ華僑の見た『天安門事件』」松本
三郎・川本邦衛『東南アジアにおける中国のイメージ影響力』大修館書店, pp. 116-150. ③天児慧（2013）『中華人民共和




























 このような姿勢は、天安門事件直後の 6 月 5 日にも、大きく変わることはなかった。事件後のタイ政
府要人の発言を紹介しよう。 




1989年 6⽉ 5⽇、シティ外務⼤⾂： 
タイは中国と密接な関係を持っており、タイにも影響を及ぼすかもしれないので、中国の情勢を⼼配している。
中国が平和的な⼿段で問題を解決することを望む。また、中国は早く問題を解決できると確信している。起こっ
                                                        
3 Matichon Publishing. (1989). Kawao Na Chaturat Tian’anmen［天安門広場の危機］. Matichon, p. 30.  
4 Ibid., p. 33. 
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 タイ政府関係者がこうしたスタンスを取った理由として、少なくとも 4つ考えられる。 
 第 1には、過去のタイ中両国の友好関係に対する考慮である。これまで述べてきたような 1970年代か
ら積み重ねてきた友好関係、特に 1980年代の協力関係を壊したくないという思慮があった。 
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第 2項 メディアの論調 
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20 Khien Theeravit. (1988). “Wikrittakan Nai Chin: Panha Lae Anakhot Khong Rabop Sangkhomniyom”［中国の危機：社会主義制度の問題と
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24 Ruamthat. (1989). Mangkon Daeng Lokkrap［脱皮した赤龍］. Bangkok: Ruamthat.  
25 “Yuk Muet Nuea Paendin Chin”［中国の暗黒時代］. Siamrath Sapdawichan, 1989 June 25, p. 27. 
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 注目したいのは、タイのメディアはほとんどロイターや AP 通信者を通して、情報を収集したことで
ある。その結果、タイの報道は欧米諸国の報道の影響を受けていたと考えられる。また、多くの文章・
記事が、学生運動の結成をタイの 10 月 14 日事件と結びつけており、2 つの事件の類似性を指摘してい
る。1973 年の 10 月 14 日事件は大学生、民主化の力を象徴したものであり、ほとんどのメディアは学生
運動を支持し、それに同情と崇拝の意を表していた。例えば、以下の文章がある。 
 天安⾨に向かっている広々とした道路に⼤学⽣が集まって歩いているこの絵は⾮常に珍しい。この絵が⽬の前

















                                                        
30 Thongbai Thongpao. (1989). “Sitthimanutsayachon Nai Lok Sangkhomniyom”［社会主義世界における人権］. Siamrath Sapdawichan, 1989 
June 18, p. 37. 
31 Thanet Apornsuwan. (1989). “4 Pruetsapha Ramluek”［五四運動記念］. Siamrath Sapdawichan, 1989 May 28, pp. 32-33. 
32 “Chak Anusawari Prachathippatai Thueng Chaturat Tian’anmen”［タイの民主塔から天安門広場まで］.Siamrath Sapdawichan,1989 May 28, 
p. 5. 
33 Wirun Tungcharoen. (1989). “14 Tula 2516 Chaturat Tian’anmen Lae Anusawari Seriphap”［1973年10月14日：天安門広場と自由の女
神］. Matichon Sutsapda, 1989 July 2, p. 28. 








 これを「戦争」と呼ばないでください。 なぜなら、⼀⽅は素⼿であり、 
もう⼀⽅は、完全武装している。 
 これは「正当」だと⾔わないでください。 なぜなら、これは⼀⽅的な包囲と殺害である。 




















の 2 日後、学生代表であるタイ大学生連盟総書記ウィラーシニー・モークジャルーンポン（Wilasini 
                                                        
35 Ibid. 
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38 “Sam Pi Tian’anmen” ［天安門の3周年］. Siamrath Sapdawichan, 1992 June 7, p. 24. 
39 “Tian’anmen Wanni”［今日の天安門］. Siamrath Sapdawichan, 1994 June 5, p. 25. 
40 “Naksueksa Chin Wanni: Pho Thi Kap Kanmueang”［ 今日の中国大学生：政治なんてもういいんだ］. Siamrath Sapdawichan, 1995 June 
4, p. 30. 
41 “Rumluek 9 Pi Tian’anmen: Wanni…Sainam Yom Plian Pai Laeo”［天安門事件9周年記念：今日……潮流が変わった］. Matichon 















 5 月 26 日に、チュラーロンコーン大学で「中国危機：社会主義の問題と展望」という討論会が行われ、
キアン・ティーラウィット、セークサン・プラサートクンなどの討論者は、学生運動の原因について、

















                                                        
42 Matichon Publishing. (1989). supra note 3, p. 29. 
43 Ibid., p.39.または“Thisut Haeng Game Chaturat Tian’anmen”［天安門広場ゲームの結果］. Matichon Sutsapda, 1989 June 4, p. 63. 

















なるイデオロギーが突然なくなったこと ②⻄洋の思想の流⼊ ③政治体制と経済体制の⽭盾：中央集権化した政治体制と分権化した経済体制 ④貧富の差、腐敗への不満 ⑤「官倒」47制度に対する不満 
 そして、戒厳令の布告と趙紫陽の失脚は、中国指導部を、改革派（趙紫陽、胡启立など）、保守派









                                                        
46 “Suchart Sawatsee Ramruek 26 Pi Tian’anmen”［スチャート・サワッシーと天安門事件26周年］. Khaosod Online, (2015 June 3). 
<https://www.khaosod.co.th/view_newsonline.php?newsid=1433431637> (Retrieved 2017 July 25). 
47 「官倒」は、政府や共産党の幹部やその親族が、自ら国営会社を運営したり、新興企業集団と癒着して、物資を横流しし
たりして物価をつり上げ不当な利益を得るのをさしている。 
48 Chulacheep Chinwanno. (1989). “Paendin Dueat Daen Mangkon: Wikro Kanprappram Kanchumnum Riakrong Prachathippatai Na Chaturat  




















第 4項 華字紙の方向転換 
 タイのメディアの全体象を把握するため、ここで、華字紙の天安門事件に関する報道にも言及したい。 
 在タイ日本大使館専門調査員樋泉克夫（1991）51は、バンコクで発行されている有力華字紙『星暹日
報』、『中華日報』、『新中原報』三紙の 4 月中旬から 6 月末に至る間の社説を通して、タイにおける
華字紙がどのように天安門事件を報道したかについて考察した。ここでは、樋泉の考察を参考にしなが
ら、華字紙の動向を分析したい。 
 樋泉によれば、華字紙のなかで「学運」に言及した社説を最初に掲載したのは、4 月 20 日付けの『中





                                                        
49 Worasak Mahattanobol. (1989). “Wikrittakan Tian’anmen: Khwammai Lae Boribot”［天安門危機：意味とコンテクスト］. Asia Parithat, 10 
(3), pp. 76-96.  
50 Thongchai Winichakul. (1990). “Sangkhomniyom Asia: Botrian Bang Prakan Chak Europe Tawan-ok”［アジアの社会主義：東ヨーロッパか
らの教訓］. Asia Parithat, 11 (3), pp. 86-87.  
51 樋泉克夫（1991）「タイ華僑の見た『天安門事件』」松本三郎・川本邦衛『東南アジアにおける中国のイメージ影響力』













4月 5月 6月 計 
星暹日報（2万部弱） 2 15 25 42 58% 
中華日報（2万部弱） 6 20 25 51 70% 
新中原報（1万部強）52 2 9 20 31 43% 
Thairath（80万部） 0 2 3 5 7% 
The Nation（4万部） 0 3 5 8 11% 
出所：樋泉克夫（1991）「タイ華僑の見た『天安門事件』」松本三郎・川本邦衛『東南アジアにおける中国のイメージ影














これに変わって「学運」批判の論調が登場した。例えば、6 月 14 日の『新中原報』は以下のように学生
運動を評価した。 








した。参考：Wipa Utamachan, Narumit Sotsuk, Panadda Lertlamampai. (1985). Botbat Lae Sathanaphap Khong Nangsuepim Chin Nai Prathet 
Thai［タイにおける華字紙の状況と役割］. Institute of Asian Studies, Chulalongkorn University, pp. 26-31.  












 事態が鎮静化の方向に向かう 7 月以降は、関連社説の掲載が極端に減少した。その理由として指摘で
きることは、事件が鎮静化したため、人々の関心も低くなり、報道が少なくなったほか、中国政府とタ
イ政府に対する配慮があったかもしれない。6 月 17 日の『Thairath』紙は、「ある華字紙は『某方面』か
らの圧力を受け、『六四事件』報道の立場を突然に変更した。（中略）在タイ中国大使館の不満が新聞
の存続に影響することを恐れる某華字紙編集長は、慌てて同大使館に出向き、罪を認め謝罪した」と批


















                                                        
54 同上, p.138. 
55 同上, p.135. 
















































 では、タイは、どのように中国の台頭を受け止めたのか。本節の第 1 項ではタイの中国認識の変貌を















                                                        
57 青山瑠妙（2013）『中国のアジア外交』東京大学出版会p.41. 
58 中国・ASEAN協力の詳細は、石川幸一（2006）「着実に進展する中国とASEANの経済協力」『国際貿易と投資』65, pp. 
57-74. 
59 大メコン川流域協力（Greater Mekong Sub-region: GMS）は、1992年に、中国、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナ
ム、タイ（＋ADB）によって発足した。黄金の四角協力は、中国、ラオス、ミャンマー、タイに構成され、1993年に発
































 日本と中国を管轄している外務省東アジア局第 3 課は、中国軍隊の兵力について以下のように認識し
ていた。 
                                                        
60 チュラチープ・チンワノ（2009）「中国の台頭とタイの戦略的関与政策」恒川潤編『中国の台頭 ―東南アジアと日本の対
応―』防衛省防衛研究所, pp. 100-101.  
61 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1995). “Pathakatha Phiset ‘Nayobai Tangprathet Khong Thai 
To Chin Nai Sattawat Thi 21’ ”［特別講義：21世紀におけるタイの対中政策］. Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To 
Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世紀におけるタイの対中政策］. No. I1304-322-404-403-3801, pp. 4-5. 
62 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1995). “Interview by Far Easter Economic Review”. 
Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世紀におけるタイの対中政策］. No. 































 2）中国の軍事⼒発展は脅威にならないだろう。20 年〜30 年後は予想できないが、現状を⾒る限り、警戒する
必要はない。中国は 310 万⼈の軍隊を持っているが、⼈⼝と⾯積と⽐べれば、多くない。また、軍事予算でいえ
ば、アメリカの 40分の 1、フランスの 6.4分の 1、⽇本の 6分の 1である。 
                                                        
63 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1995). “Phuenthan Samkan Khong Nayobai Thai To Chin” 
［タイの対中政策の重要な基礎］. Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世
紀におけるタイの対中政策］. No. I1304-322-404-403-3801, p. 2. 
64 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1998). “Praden Thee Ratthamontreewakan Krasuang 
Tangprathet At Picharana Chai Nai Kan Klao Aphiprai Rueang ‘Khwamsamphan Thai-Chin Nai Sattawat Thi 21’”［外相が「21世紀のタイ中
関係」討論会で言及可能な論点］. Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世



















 中国の軍事力の増強も報道されたが、これを「脅威」として扱うことはあまりなかった。1998 年 2 月
10 日付の『Matichon Sutsapda』には、「アメリカの覇権主義に挑戦する中国の態度と潜在力」という文章
が掲載された69。文章は、中国の政策と行為は世界秩序に脅威を与える覇権主義ではないということを








なぜこのような中国認識ができたのだろうか。第 3項と第 4項ではこの点を考察したい。 
 
                                                        
65 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1995). “Kansammana Thang Wichakan Rueang 
‘Khwamsamphan Thai-Chin: 20 Pi Haeng Mittraphap’”［「タイ中関係：友好の20年」討論会について］. Pathakatha Phiset “Nayobai 
Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世紀におけるタイの対中政策］. No. I1304-322-404-403-3801, p. 1-
2. 
66 “Chin Kap ASEAN”［中国とASEAN］. Siamrath Sapdawichan, 1994 July 31, p. 25.  
67 “Chin: Yak Lap Thi Roem Tuen”［中国：目覚めかけた巨人］. Siamrath Sapdawichan, 1993 November 21, p. 25.  
68 “Samphan Chin-Taiwan: Di Wan Di Khuen”［中台関係：日増しに良くなる］. Siamrath Sapdawichan, 1994 November 20, p. 25, 
69 Pannet Rungsinturat. (1998). “Sakkayaphap Lae Khwamtemchai Khong Chin Nai Kanthathai Latthi Khrong Khwampenchao Khong America”［ア








第 2項 強化された関係 
 第 4 章では、ベトナムのカンボジア侵攻によって、中国が「タイの戦略的パートナー」や「親友」と
みなされ、タイ人の対中認識が好転したことを述べた。1990 年代に入っても、この友好関係は継続した。
いくつかの面から概観してみよう。 
 表 27 はタイ中の 2 国間の貿易額の推移を表している。1989 年の貿易総額は 330 億 7400 万バーツであ
り、1975年の 44倍、1977年の 10倍に達していた。また、1997年から、総額が 1000億バーツを超えるよ
うになり、その後も毎年貿易額が増加している。 
表 27 1990年代のタイと中国の貿易額 （単位：百万バーツ） 
年 輸出 輸入 総額 貿易収支 
1975 391 344 735 47 
1976 1,266 1,462 2,728 -196 
1977 2,082 1,371 3,452 711 
     
1989 13,899 19,175 33,074 -5,276 
1990 6,815 28,283 35,098 -21,468 
1991 8,555 29,327 37,882 -20,772 
1992 9,801 30,979 40,780 -21,178 
1993 13,636 27,610 41,246 -13,974 
1994 23,336 34,897 58,233 -11,561 
1995 40,868 52,187 93,055 -11,319 
1996 47,370 49,501 96,872 -2,130 
1997 55,497 69,466 124,963 -13,969 
1998 72,845 74,806 147,664 -1,952 
1999 70,569 94,595 165,764 -24,026 
2000 113,278 135,700 248,978 -22,421 
出所：Chulacheep Chinwanno. (2010). 35 Pi Khwamsamphan Thang Kanthut Thai-Chin Putthasakkarat 2518-2553: Adit  Patchuban Anakhot［タイ
中外交関係35周年1975年〜2010年：過去、現在、未来］. Bangkok: Openbooks, p. 130. 
 投資額でいえば、中国経済は 1990年代に入ってから、GDPの成長率が 10％を上回り71、タイと中国の
経済協力の機会が増大し、タイ華人の実業家が中国への投資を次々と拡大した。1981年から 1996年まで




                                                        
71 International Monetary Fund. (2018). “People’s Republic of China: Country Data: Real GDP Growth”. <http://www.imf.org/en/Countries/CHN> 
(Retrieved 2018 April 9). 
72 Pornchai Rujiprapa. (1998). “Ekkasan Prakop Kansammana Thang Wichakan Rueang Khwamsamphan Thai-Chin Tontai: Thangrot Wikrit Setthakit 
Thai”［「タイ・南中国関係：タイ経済危機の活路」討論会資料］. Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai 


































                                                        
73 Ibid., p.9. 
74 Department of East Asian Affairs, Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1998). “Suggested Answer Concerning Thailand’s growing cooperation with 
China”. Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世紀におけるタイの対中政
策］. No. I1304-322-404-403-3801, p.176. 
75 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1991). “Praden Thi Ratthamontri Wakan At Klao Sarup Kae 
Phanathan Bunchana Attakorn”［ブンチャナ閣下に対しての外務大臣の談話の内容提案］. Khwamsamphan Rawang Thai Kap 
Satharanarat Prachachon Chin［タイと中華人民共和国の関係］. No. 1104-072-302-601-33/03, p.1. 
76 Zhang Gongchang, Kiattisak Fongpreechakul. (2016). “Somdech Phra Debaratanarajasuda Sayamboromrajakumari Kap Kanpoeiprae Watthanatham 
Chin Nai Prathet Thai”［シリントーン王女とタイにおける中国文化の伝播］.In Pridi Banomyong International College, Thammasat 
University. (2016). Nangsue Ruam Botkhwam Kanprachum Wichakan Nanachat “Miti Mai Khwamsamphan Thang Kanthut Thai-Chin 40 Pi”

















































































































































































出所：以下の3点を参考、筆者作成。①Chulacheep Chinwanno. (2010). 35 Pi Khwamsamphan Thang Kanthut Thai-Chin Putthasakkarat 
2518-2553: Adit  Patchuban Anakhot［タイ中外交関係35周年1975年〜2010年：過去、現在、未来］. Bangkok: Openbooks. ② 
Supparat Lertpanitchayakul. (2000). “Mittraphap Thai-Chin: Chuenmuen Duai Debarat Song Chuai Songsoem”［タイ中友好：シリントーン王女
の支持］, in Khien Theeravit, Cheah Yan-Chong. (2000). Khwamsamphan Thai-Chin: Liao Lang Lae Na ［タイ中関係：回顧と展望］. 
Bangkok: Institute of Asia Studies, Chulalongkorn University, pp. 24-53. ③The Princess Maha Chakri Sirindhorn Anthropology Centre. 
“Phraratchaniphon”［王女の著作］. <www.sac.or.th/exhibition/princess/music-and-writings/writings/ > (Retrieved 2018 April 10).  








第 3項 南シナ海問題とタイの対応 
 1990 年代は ASEAN 自体が安定、強化していく時期であり、一方で、中国が台頭し、周辺外交、





















 1990 年代に入ると、中国は南シナ海における姿勢を軟化させた。例えば、1991 年に中国は南シナ海紛
争管理ワークショップに参加した。1994年に開催されたARFで銭其琛外交部長は対外関係改善に向けた
中国の意思を表明し、1995 年に始まった政治・安全保障問題を討議する ASEAN との高官会合に定期的
に出席した。しかし、問題が解決されなかったために、1990 年代の南シナ海での中国拡張主義的政策が、
中国に対する ASEAN の警戒を促した81。南シナ海領有権問題は、ASEAN 諸国との友好関係を阻害して
いる問題であり、脅威論の重要な根拠となったことは否定できない。 
表 29 南シナ海問題の関連年表 
年 月 事項 
1974  中国、南ベトナムとの交戦、西沙（パラセル）諸島全域を支配下に置く。 
1988 2 中国、南沙（スプラトリー）諸島のファイアリー・クロス礁に海洋気象観測所を建設 
 3 南沙諸島のジョンソン礁でベトナム軍と交戦 
1990 1 第1回南シナ海紛争管理ワークショッップ（インドネシア主催） 
1991  ワークショップに、中国や台湾、ベトナム、ラオスが参加。 
1992 2 中国、南沙諸島の領有を明記した領海法を交付 
 7 中国、南沙諸島のガヴェン礁に領土標識を立てる 
 7 ASEAN、南シナ海に関するASEAN宣言を発表 
1995 2 中国、南沙諸島のミスチーフ礁を占拠、建造物を構築 
 3 ASEAN、「南シナ海の最近の情勢に関する外相声明」を発表 
1998  中国、ミスチーフ礁の建造物の増強 
1999 4 フィリピン、地域的行動基準の草案を作成 
 5 フィリピン、南沙諸島のセカンド・トーマス礁に海軍艦艇を座礁させる 
 11 フィリピン、スカボロー礁に海軍艦艇を座礁させる 
出所： 鈴木早苗（2016）「南シナ海問題とASEAN（2）」アジア経済研究所：IDEスクエア：世界を見る眼  
< http://www.ide.go.jp/library/Japanese/IDEsquare/Eyes/2016/pdf/RCT201613_001_02.pdf>（アクセス2018年4月12日） 
 こうした ASEAN の警戒心は指導者の発言によく見られる。例えば、マレーシア海洋政策研究所
（MIMA）所長ベン・アメド・ハムサーは 1993 年に、「現在中国は海軍力の増強に力を入れている。も
し中国が海軍力の増強を続ければ、中国海軍は自衛に止まらず、東南アジア地域を脅かすことになるだ
ろう」と述べ82、フィリピンでは、オパル上院議長が 1999 年 5 月に、「東アジアでは中国という巨人が



































 1995年に外務大臣のカセームサモーソーン・カセームシーは『Far Eastern Economic Review』の南シナ海
問題に関する質問に対して、以下のように中国の動きを評価した。 
                                                        
83 Baviera, Aileen San Pablo. (2002). “Perceptions of a China Threat: A Philippine Perspective”, in Yee, Herbert and Storey Ian (eds.), The China Threat: 
Perceptions, Myths and Reality. New York: RoutledgeCurzon, p. 259. 
84 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1995). “Informal Summary of Proceedings at the Thai-Chinese 
Economic Forum 23-24 March 1995”. Kan Chaloemchalong Okat Wara Khroprop 20 Pi Khwamsamphan Thai Chin［タイ中関係20周年記念
式典］. No. I1304-072-302-601-3701, p. 3. 
85 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1992-2011). “Panha Mu Ko Spratly”［スプラトリー諸


















第 4項 指導者の中国に対する配慮  











                                                        
86 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1995). “Interview by Far Easter Economic Review”. 
Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世紀におけるタイの対中政策］. No. 
I1304-322-404-403-3801, p. 4-5. 
87 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1991). “Sunthorapot Nueang Nai Okat Khroprop 15 Pi Lang 
Kansathapana Khwamsamphan Thai-Chin”［タイ中外交関係樹立15周年］. Khwamsamphan Rawang Thai Kap Satharanarat Prachachon 
Chin［タイと中華人民共和国の関係］. No. 1104-072-302-601-33/03, p. 1. 
88 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1998). “Praden Thee Ratthamontreewakan Krasuang 
Tangprathet At Picharana Chai Nai Kan Klao Aphiprai Rueang ‘Khwamsamphan Thai-Chin Nai Sattawat Thi 21’”［外相が「21世紀のタイ中
関係」討論会で言及可能な論点］. Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世















両国間に全く問題がなかった訳ではない。チュワン政権（Chuan Leekpai、1992 年 9 月〜1995 年 7 月）の




 ① ダライ・ラマ 14世のタイ訪問 
 1972 年にタイ仏教協会の要請で、ダライ・ラマがタイを訪問した。しかし、1975 年以降は、タイは
「中国を誤解させたくない」90という理由で、2度にわたりダライ・ラマの入国を拒否した。 
 1回目は、プレーム政権時代の 1987年である。この年、ラモン・マグサイサイ賞財団 30周年記念式典
がバンコクで行われ、1959 年の受賞者であるダライ・ラマも参加を要請された。しかし、1983 年からチ




                                                        
89 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1995). “Kansammana Thang Wichakan Rueang 
‘Khwamsamphan Thai-Chin: 20 Pi Haeng Mittraphap’”［「タイ中関係：友好の20年」討論会について］. Pathakatha Phiset “Nayobai 
Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世紀におけるタイの対中政策］. No. I1304-322-404-403-3801, 
pp.1-2.  
90 Chulacheep Chinwanno. (2010). 35 Pi Khwamsamphan Thang Kanthut Thai-Chin Putthasakkarat 2518-2553: Adit  Patchuban Anakhot［タイ中外
交関係35周年1975年〜2010年：過去、現在、未来］. Bangkok: Openbooks, p. 102． 























 ② 李登輝と「休暇外交」 








                                                        
92 Ibid. 
93 Bangkok Post, 1993 February 27. 
94 Chulacheep Chinwanno. (2010).  supra note 90, p. 102． 
95Bangkok Post, 1993 February 27. 
96 Ong-ard Dejitthirat. (2008). Bueang Luek Bueang Lang Khwamsamphan Thai-Taiwan Paitai Nayobai Chin Diao［1つの中国政策の下のタイ台
















由として 2点指摘できる。第 1は、1987年と 1990年にダライ・ラマの入国申請を許可しなかったこと
で、タイ政府は世論から、外交の独立を放棄し、中国に服従しているという批判を受けていることであ
る。 
 第 2は、1992年 5月に軍事指導者と民衆のデモ隊との間の衝突で発生した「5月流血事件」である。














                                                        



































                                                        
99 Anand Panyarachun. (2000). “Pathakatha Phiset”［特別講演］. In Khien Theeravit, Cheah Yan-Chong. (2000). Khwamsamphan Thai-Chin: Liao 
Lang Lae Na ［タイ中関係：回顧と展望］. Bangkok: Institute of Asia Studies, Chulalongkorn University, p. 22. 
100 Ong-ard Dejitthirat. (2008). supra note 96, pp. 228-229. 
101 The Nation, 21 December 1996. 
102 Ukrit Pattamanon. (1998). “Clinton-Chin: Thai Yuen Yu Trong Nai?”［クリントンと中国：タイはどこに立っているのか？］. Matichon 
































                                                        
103 Katewadee Kulabkaew. (2009). “Sino-Thai relations during the Thaksin administration (2001-2006)”. Journal of the Graduate School of Asia-Pacific 
Studies, 17, pp. 91−92. 
104「ウイグル難民を中国に強制送還 タイ、「トルコ出身」主張通らず 中国「秩序乱す」産経ニュース（2015年7月9






















第 3節 友情の試練：1997年のアジア金融危機 










                                                        
106 アジア金融危機を紹介する内容は、主に下記の論文を参考にした.  ①中村宗悦、永江雅和、鈴木久美(2011)「第4部 金融危機とデフレーション(1997～2001年を中心に)」小峰隆夫 『日本
経済の記録－金融危機、デフレと回復過程－』内閣府経済社会総合研究所, pp. 43-61. ②近藤信一（2001）「アジア通貨危機とマレーシアにおける独自の金融政策 －マハティール首相による『資本取引規
制・固定相場制』政策の考察と課題－」『立命館国際関係論集』1, pp. 186-214.  ③河森正人（1998）「1997年のタイ：新憲法制定と通貨危機」『アジア動向年報1998年版』アジア経済研究所, pp.281-
306. 










1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 







 1997 年 7 月に、ヘッジファンドが通貨の空売りを仕掛けると、買い支えることの出来ないタイは、や
むを得ず為替レートを変動相場制に変更した。その結果、タイバーツは過去にないほど暴落した。1996









第 1項 アメリカの無反応と再燃した反米感情 





                                                        
108同上. 
109 Medhi Krongkaew (2001) “The Role of Japan and the US in the Thai Economic Crisis: Current Involvement and Future Prospects”. Japanese Studies 
Journal, 2543-2544 (1), pp.81-106. 















ット（M.R. Sukumpan Boripat）は以下のように述べた。  
















                                                        
111 “Samphan Thai-American: Thueng Wela Tong Thopthuan”［見直さなければならないタイ米関係］. Siamrath Sapdawichan, 1998 January 
25, pp. 8-11.  
112 “Ngon Clinton Mai Um Thai”［クリントンの不支援に、タイが不満］. Matichon Sutsapda, 1998 January 20, p. 10.  
113 Ibid., p. 11. 
114Ibid., p. 10.  
115 “Samphan Thai-American: Thueng Wela Tong Thopthuan”［見直さなければならないタイ米関係］. Siamrath Sapdawichan, 1998 January 
25, pp. 8-11.  






























                                                        
117 “Saharat Okrong Um Asia: Chingchai Rue Wan Rai Barami”［アジア危機へのアメリカの登場：誠実か勢力弱化を恐れるか］. 
Siamrath Sapdawichan, 1998 January 18, pp. 30-31.  
118 “Samphan Thai-American: Thueng Wela Tong Thopthuan”［見直さなければならないタイ米関係］. Siamrath Sapdawichan, 1998 January 















表 31 1991—1998年の日本の対タイODA実績 
（単位：億円） 
年度 有償資金協力 無償資金協力 技術協力 合計 
1991 846.87 59.53 75.78 982.18 
1992 1,273.75 32.14 93.41 1,399.30 
1993 1,044.62 31.45 83.80 1,159.87 
1994 823.34 0.99 81.02 905.35 
1995 616.53 1.87 79.78 698.18 
1996 1,183.81 2.56 95.07 1,281.44 
1997 1,059.47 2.87 89.05 1,151.39 
1998 1,475.62 22.59 102.52 1,600.73 






図 16 バンコク日本人商工会議所会員数推移 
出所：盤谷日本人商工会議所（2015）「会員数推移」<http://www.jcc.or.th/about/index3> 
 タイは 1999年に危機を乗り越え、GDPの成長率が 1998年の-10.5% から 1999年の 4.4%に回復した。そ
の中で、日本が果たした役割は非常に大きいと認識されている。 
 一方、中国の支援は 3点にまとめられる。 
                                                        
122 Sutin Saisagnuan, Vichian Intasee, Panee Roopsom. (2003). Botbat Khong Yipun To Prathet Thai Lang Wikrit Setthakit. Japanese Studies Journal, 2002-








 第 1 は、国際通貨基金（IMF）が主導した救済計画を通して援助を行ったことである。通貨危機を乗
り切るため、IMFは 8月 11日に東京でタイ金融支援国会合を開催した。最終的に、合計 172億米ドルの
資金援助が決定し、そのなかで中国が 10億米ドルを拠出した123。 
 第 2は、2国間の協力強化である124。1997年 10月 4−12日の間に、中国国家計画委員会主任陳錦華がタ
イを訪問した。これはインフラ建設、カリウム鉱業などの投資プロジェクトの下見が目的であった。ま
た1997年10月29日～11月1日、国務院副総理の呉邦国がタイ外務省の招待に応じて、タイを訪問した。 










 また、達成した合意をフォローアップするため、中国が 2 つの代表団をタイに派遣した。中国国際貿
易促進委員会俞の暁松は 1998年 4月 24日～28日にタイを訪問し、1998年 5月 16日～20日には中華全国
工商業聯合会主席の経叔平が訪タイした。 








『日本経済の記録－金融危機、デフレと回復過程－』内閣府経済社会総合研究所, p. 45. 
124 第2の中国の対応の内容は、以下の資料を参考にした。Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of 
Thailand. (1998). “Kanhai Khwamchuailuea Khong Chin To Thai Lang Wikrittakan Setthakit Thai”［金融危機後の中国の対タイ援助］. 














が過剰となり、需要が不足し、デフレの状態に入った。1997 年 10 月から 1999 年末まで、中国の小売物
価指数が連続 27 ヶ月のマイナスとなり、1998 年 3 月から 1999 年末まで、中国の消費者物価指数は連続


















                                                        
125 『人民日報』1997年11月16日。本論文は、亀山 伸正 (2016).「アジア金融危機、ASEAN + 3 における中国の 内政と外交の
連動 」 創価大学社会学会『 SOCIOLOGICA』, 40 (1・2), p. 83から引用した。 
126 原文は『人民日報』1997年11月30日。出所：同上. 
127 亀山 伸正（2016）前掲論文（註125）pp.82-83. 










第 3項 中国と日本に対する評価 
 アジア金融危機における日本と中国の行動は、ASEAN諸国から高く評価された。タイでは、日本と中
国を「真の友」として評価した。具体的な内容は以下の 3つである。 ① 困っている時の友こそ「真の友」 
 第 1に、「真の友」というイメージが定着した。この評価は日本と中国に適応できる。 
 危機直後及び 2000年代の論調をみれば、日本を評価する際に、宮澤新構想は必ず言及され、「困って



















































                                                        
131 Sutin Saisagnuan, Vichian Intasee, Panee Roopsom. (2003). Botbat Khong Yipun To Prathet Thai Lang Wikrit Setthakit. Japanese Studies Journal, 2002-
2003 (1), pp.33-100. 
132 Rungnapa Lakkanapornwisit. (2008). “Thai-Japanese Economic Relations After the Economic Crisis 1997: The Case Study of JTEP”. Japan Watch 
Project, 2(3), pp. 34-88. 
133 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1998). “Rang Sunthoraphot Nai Okat Nganliang Trutchin”
［春節披露宴におけるスピーチ原稿］. Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：
21世紀におけるタイの対中政策］. No. I1304-322-404-403-3801. 




































                                                        
135 “Rayathang Phisut Ma Kanwela Phisut Chin”［距離は馬の力を証明し、時間は中国を証明する］. Siamrath Sapdawichan, 1998 April 26, 
p. 12.  





























 ③「中国経済奇跡論」の 台頭 
                                                        
137 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1998). “Praden Thee Ratthamontreewakan Krasuang 
Tangprathet At Picharana Chai Nai Kan Klao Aphiprai Rueang ‘Khwamsamphan Thai-Chin Nai Sattawat Thi 21’”［外相が「21世紀のタイ中
関係」討論会で言及可能な論点］. Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21””［特別講義：21
世紀におけるタイの対中政策］. No. I1304-322-404-403-3801, p. 2. 
138 Santi Tungrapeepakorn. (1998). “Pomprakan Khaniyom Asia Yu Thi Nai”［アジア的価値観の要塞はどこにあるのか？］. Matichon 
Sutsapda, 1998 March 17, p. 91. 







 第 3 の側面は、「中国経済奇跡論」である。アジア諸国は危機に直面しているにも関わらず、中国が
大きな衝撃を受けず、砦のようにそびえ立っている。このことが、「中国経済奇跡論」が広がる最大の
きっかけとなった。 





1）1991年から、中国の GDPは平均 10％の成⻑率で上昇しており、現在中国の GDPは世界 7位である。 





 1997年 9月 28日付けの『Siamrath Sapdawichan,』は、中国の経済について以下のように述べた。 
中国の経済的成功は、インフレ率を 22％から 2％に低下させ、昨年の外貨準備⾼は 210億ドルから 1260億ドルに
まで増加し、中国の GDP の成⻑率は 9.5％であり、⾮常に⾼い。中国のような実績は、この世界で空前絶後であ
る141。 







おける協力の可能性を検討した。1998 年 3 月 11 日、タマサート大学の東アジア研究センターが、「タ
                                                        
140 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1998). “Praden Thee Ratthamontreewakan Krasuang 
Tangprathet At Picharana Chai Nai Kan Klao Aphiprai Rueang ‘Khwamsamphan Thai-Chin Nai Sattawat Thi 21’”［外相が「21世紀のタイ中
関係」討論会で言及可能な論点］ . Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：21世
紀におけるタイの対中政策］. No. I1304-322-404-403-3801, pp. 1-8. 

















































































































［Siamrath Sapdawichan, 1998 年 7⽉ 19⽇1］ 
 
はじめに 






くない。第 2章と第 3章で取り上げられた、アメリカ撤退要求運動と反日運動はその好例である。 









                                                        










 本研究を進めるなかで、以下 3つの疑問が常に脳裏にあったのである。 






そこにはどのようなメンタリティが働いていたのか。例えば、1956 年にサンが 2 人の子供を「敵国」の












































第 1節 タイの国際関係観の特徴 
 本論で取り上げられた指導者の発言や、メディアの論調から、タイは、①「小国」という自己認識
に基づき、②「恩」、③「誠意」、④「配慮」という人間関係を表す概念を用いて、国際関係を処理
する傾向があると指摘した。第 1 節では、本論中の内容を振り返りながら、この 4 つのキーワードを確
認したい。 
 








 1956年 8月、サン・パッタノタイが息子と娘を中国に送る理由として、以下のように説明した。 
                                                        
3 上村威（2015）『文化と国家アイデンティティの構築：関係と中国外交』勁草書房. 


























⼩国は「Wait and see」政策でいくべきだ8。［プラパート副⾸相、第 2章、p.75 ］ 
 
 ⺠主党はもし中共がタイの独⽴を認め、共産主義をタイに輸出しないなら、中共承認を提唱する。⼩国である
タイは、国際情勢の変化に従っていかねばならない9。［セーニー⺠主党委員⻑、第 2章、p.76 ］ 
 第 3 章では、日本が経済帝国主義国家、アメリカが軍事的帝国主義国家として扱われ、タイ国民から
批判されたことを述べた。小国の自己認識を持っているタイは、タイに進出した日本の大企業にタイ社
会への貢献を過剰に期待し、また、軍事基地を建設したアメリカに対する期待も大きかった。目的が達
                                                        
5 シリン・パタノタイ（1994）『ドラゴン・パール（上）』（田村志津枝訳）講談社, pp. 36-37. 
6 Minister’s Office Press. (1967). Kanbanyai Bang Rueang Doi Chompon Thanom Kittikachorn［タノーム・キッティカジョーンによる講
演選集］. Bangkok: The Prime Minister’s Office Press, pp.25-26. 
7 Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1969) Collected Interviews of H.E. Dr. Thanat Khoman, Minister of Foreign Affiars of the Kingdom of 
Thailand, Vol.3. Bangkok, Department of Information, Ministry of Foreign Affairs of Thailand, p. 160 . 
8アジア動向年報重要日誌：1971年7月19日<:https://d-arch.ide.go.jp/dlib/meta_pub/G0000019ASIADIA_DIA-204-1971-07-19-2 > 























第 2項 「恩」：援助関係に結びついているもの 
 第 2 のキーワードは「恩」である。ここの「恩」は、広義の「人から受ける、感謝すべき行為」とい
う意味を指す。恩は、国と国の間の援助関係と結びつく概念としてよく使用されている。すなわち、国
と国の間の援助は、一種の「恩恵」であり、感謝すべき行為であるという考えが多くの場面に見られる。 







                                                        










れに対してアメリカは上位に位置する債権者となったからである11。［ククリット・1956 年 3 ⽉ 18 ⽇付の
























                                                        
11 Kukrit Pramoj. (1972). Kukrit Wichan［ククリット論評］. Bangkok: Kaona, pp. 353-354. 
12 Thanat Khoman. (1970). Potchasan［スピーチ集］. Bangkok: Phrae Pitthaya, pp.397-398. 



























になれれば、お互いに気がかりになったり、嫌気がさしたりすることはない17。［Siamrath Sapdawichan, 1998 年 4⽉






第 3項 「誠意」：大国に期待されるもの 
 誠意に関する議論は、主に第 4章で展開された。ここで、簡単に振り返る。 
                                                        
14 “Ngon Clinton Mai Um Thai”［クリントンの不支援に、タイが不満］. Matichon Sutsapda, 1998 January 13, p. 10.  
15 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1998). “Rang Sunthoraphot Nai Okat Nganliang Trutchin”
［春節披露宴におけるスピーチ原稿］. Pathakatha Phiset “Nayobai Tangprathet Khong Thai To Chin Nai Sattawat Thi 21”［特別講義：
21世紀におけるタイの対中政策］. No. I1304-322-404-403-3801. 
16 “Chin: Yak Yai Thang Kanngoen”［中国：金融の巨人］. Siamrath Sapdawichan, 1997 September 28, p. 24.  
17 “Rayathang Phisut Ma Kanwela Phisut Chin”［距離は馬の力を証明し、時間は中国を証明する］. Siamrath Sapdawichan, 1998 April 28, 












 この 2 年半、事務レベルの交流を通じて、重要なことについて、相互に相⼿のスタンスをきちんと理解できて
いることが分かった。相⼿の誠意を試すことを理由に、外交関係の樹⽴を延期することは、何らメリットもない
18。［タイ外交記録、タイ中国交正常化すべき理由、第 4章 、p.147］ 
 
タイ中の間で、貿易関係を開始すれば、相⼿の誠意や信頼度を確認することができる19。 




⽉ 9⽇の記者会⾒、第 4章、p.150］ 
タイ越関係  





［スラック・シワラック、1986年、⽇本国際⽂化会館、第 4章、p. 152］ 
 
 
                                                        
18 Department of East Asian Affairs, (Division III), Ministry of Foreign Affairs of Thailand. (1975). “Samphanthaphap Thang Kanthut Rawang Prathet 
Thai Kap Satharanarat Prachachon Chin”［タイと中華人民共和国との外交関係］.Thathi Ratthaban Thai Nai Kan Poet Khwamsamphan 
Thang Kanthut Kap Satharanarat Prachachon Chin［対中外交関係に対するタイ政府の姿勢］. No. I1304-072-302-601-1809, p. 4. 
19 Department of Information, Ministry of Foreign Affairs of Thailand. “No. 19/2518 M.R. Kukrit Pramoj Nayokratthamontri Doenthang Pai Yuean 
Satharanarat Prachachon Chin Puea Fuenfu Samphanthaphap Thang Kanthut”［ククリット首相は外交関係を回復するための訪中］. 
Khao Nangsuepim Kiaokap Khwamsamphan Rawang Thai-Chin 2517-2518［タイ中関係に関する新聞記事1974-1975］. No. I0903-072-
302-202-1701, p. 27 
20 Jain, R.K. (1984). China and Thailand, 1949-1983. New Delhi: Radiant, p. 230. 
21 Thawit Seniwong Na Ayutthaya. (1979). Songkhram Chamkat? (Chin-Vietnam)［限定戦争？（中国・ベトナム）］.Bangkok: Daohang, p. 7. 


































第 4項 「配慮」：小国のなすべきこと 
 最後のキーワードは「配慮」である。タイ中関係の流れを見ると、利害が衝突する時こそが、「配慮」
の出番である。言い換えれば、タイが中国ともう 1 つの選択肢のどちらかを選ばなければならないジレ
                                                        
23 Thanat Khoman. (1988). “Prathet Thai Kap Khlangsaeng Mai Khong Lok”［タイと世界の新しい武器倉庫］.Saranrom, 38, pp.122-123. 
24 Thairath, 1985 August 21.  









 第 1 章で述べたように、タイ中関係は長い間、朝貢制度の下にあった。1840 年代、アヘン戦争での敗
北によって中国が弱体化すると、国王ラーマ 4 世が中国との朝貢関係を停止した。しかし、朝貢関係が







































ばならない。タイは⼀時の利益よりも、⻑期的な中国との友情を優先すべきである26。［Siamrath Sapdawichan, 1998 
年 7⽉ 19⽇、第 5章、p.204］ 
 第 5 章の議論で、筆者は「配慮」の重要性を指摘した。すなわち、両国の間に、歴史問題、領土問題、
負の遺産が存在しないこと、友好関係の基礎である。そして、タイ指導者の中国に対する配慮は、新し
い問題が発生する土壌を最初から除去したのである。 















                                                        


































                                                        
27 三浦留美（2007）「レント・シーキングとパトロン・クライアント関係 －フィリピンのレント・シーキング型経済－ 」
『経済学研究論集 』(27), pp. 29-30. 































                                                        
29富田与（2005）「第6章 民主主義下のパトロン・クライアント関係—リマ市エル・エグスティノ区の事例研究から—」
『JCAS連携研究成果報告』7, pp. 147−181.  
Wolf. Eric R. (1966). “Kinship, Friendshuo, and Patron-Client Relations in Complex Societies”, in Michael Banton (ed). The Social Anthropology of 
Complex Societies. London: Tavisstock Publications, pp. 1-22.  
30 次の論文を参考にした。①James C. Scott. (1972). “Patron-Client Politics and Political Change in Southeast Asia”. The American Political 
Science Review, 66 (1), pp. 91-113. ②Wolf. Eric R. (1966). supra note 29, pp.1-22. ③三浦留美（2007）前掲論文（註27）pp. 23-42. 
31 タイ社会の分析に対してこの議論を用いたのは、西洋の学者から始まった。初めてタイ社会は「Phu Uppatham」（パトロ
ン）と「Phu Rap Uppatham」（クライアント）という2層の社会になっていると考察したのは、Quaritch Wales. (1934). Ancient 



































                                                        
析する枠組みとして普及させるのは、Hanks. L. M. (1962). “Merit and Power in the Thai Social Order”. American Anthropologist, 64, pp. 
1247-1261。1970〜1980年代にかけて、この議論をタイ社会を分析する研究が多くなってきた。例えば、Clark D. Nether. 
(1974). “A Research Note on Socio-Politicak Relationships in the Philippines, Indonesia, and Thailand”. Sangkhomsat, 11(3), pp.106-119.  
Domrong Thandee. (1977). “Patron-Client Relationship: The Analysis of the Compadrazgo”. Sangkhomsat, 14 (3), pp. 54-74. また、この議論を
使用し、東南アジア社会を分析した代表作は、Wolf. Eric R. (1966). supra note  29, pp.1-22. 、James C. Scott. (1972). supra note  29, pp. 
91-113. 
32 Akin Rabibhadana. (1997). “Rabop Uppatham Lae Khrongsang Chonchan Sangkhom Nai Samai Rattanakosin Tonton”［バンコク王朝初期にお
けるウッパタム制度と階層構造］, in Paritta Chalermpaokornantakul. Chao Chaoban Lem 2［庶民の貴族2］.Bangkok: Thai Khadi 
Research Institute, Thammasat University, pp. 27-35. 
33 「プライ制度」について、河辺利夫・田中忠治（1970）『東南アジアの価値体制：1：タイ』現代アジア出版会, pp. 116-145
を要約した. 
































                                                        
35 Akin Rabibhadana. (1975). “Clientship and Class Structure in the Early Bangkok Period”, in G.W. Skinner and A.T. Kirsch (eds.), Change and 
Persistence in Thai Society. New York: Cornell University Press, pp. 93-124.  
36 石井米雄（1977）「タイ国における組織論：仏教サンガの形態と機能」伊藤俊太郎・ほか編『講座・比較文化 第2巻 
アジアと日本人』研究社出版, p. 23. 
37 Amara Pongsapit, Preecah Kuwinpan. (2002). Rabop Uppatham［パトロン・クライアント制度］. Bangkok: Chula Press, pp. 147-148. 
Hanks. L.M.  (1962). “Merit and Power in the Thai Social Order”. American Anthropologist, 64, pp. 1247-1261. 
38 タイ国王の王権に関する詳細は、石井米雄（2002）「タイ国王をめぐる言説」網野善彦ほか編『岩波講座 天皇と王権を

































                                                        
39 河辺利夫・田中忠治（1970）前掲書（註33）p. 139. 
40 恩と行為についての研究は、Chanwit Yaowarittha. (2012). Naeokhit Rueang “Bunkhun” Kap Watchanakam 3 Chanit Nai Sangkhom Thai

























 第 1 に、「プー・ノイ」に対する寛大さ、無私さ、犠牲の精神が期待されるため、「援助」を与える
ことは、「プー・ヤイ」が「プー・ノイ」に対してなすべきことである。 






                                                        































イに膨大な ODA を供与したにもかかわらず、日本への感謝はなく、日本批判や反日運動が 1980 年代ま
で続いたという現象も、この論理で理解できるのではないか。 
 また、1985 年の食糧安全保障法と、1988 年のスーパー301 条の採用、1997 年のアジア金融危機におけ
るアメリカの遅緩な対応は、厳しいタイ米批判を引き起こし、アメリカが「加害者」、「略奪者」とし
て扱われたことも、「プー・ヤイ」と「プー・ノイ」に対するこのような道徳規準から出発したのでは
                                                        
42 『毎日新聞』1989年12月1日 東京夕刊.  























































                                                        
45 園田茂人（1988）「中国的＜関係主義＞に関する基礎的考察」『ソシオロゴス』12, pp. 54-67. 
46 園田茂人（1995）「中国社会の「関係主義」的構成」『現代中国』 69, pp. 50-65. 
47 園田茂人（2006）『中国人の心理と行動』日本放送出版協会. 
































































































































                                                        



























































































































































































有難同当」（Mi Suk Ruam Sep, Mi Thuk Ruam Tan、禍福を共にする）ことであり、プー・ノイが戒めるべき
ことは「不知天高地厚」（Mai Ruchak Fa Sung Paendin Tam、身の程知らず）である。誠意に関することわ
ざには、「路遥知馬力、日久見人心」（Honthang Phisut Ma, Kanwela Pisut Khon、道のりが遠ければ馬の力
（の強弱）を知り、月日がたてば人の心（の善悪）がわかる）があり、恩に関しては、「有恩必酬，有
















                                                        
54 タイ中ことわざ比較の研究は、①Qin Yonglin. (1983). Samnuan Chin Lae Samnuan Thai: Kansueksa Priapthiap［中国のことわざとタ
イのことわざ：比較研究］（Master’s Thesis）. Chulalongkorn University. ②Kannika Kowitkun. (2001). Kanpriapthiap Phasit-
Khamphangphoei Chin Kap Samnuan Phasit Thai［中国のことわざとタイのことわざの比較］（Master’s Thesis）. Chulalongkorn 
University. ③Anan Laolertworakun. (2004). “Samnuan Chin Nai Phasa Lae Wannakhadi Thai”［タイ語・タイ文学における中国のこと


















                                                        
55 「ソフト・パワー」とは、アメリカ合衆国の国際政治学者であるジョセフ・ナイがBound to Leadで最初に提示し、2004年
にSoft Power: The Means to Success in World Politicsにおいて精緻化された概念である。ナイによると、ソフト・パワーとは、
「強制や報酬ではなく、魅力によって、望む結果を得る能力である」［ナイ、2004：10］。もしくは、「自国が望む結果
を他国も望むようにする力」、「他国を無理やり従わせるのではなく、味方につける力」［ナイ、2004：26］である。出











関係の状況、文化という 4 つのフィルターを通して形成されたものである。本論文の序章では、3 つの
問題意識を提起した。 


































 1973 年 10 月 14 日、タノーム政権が学生や民衆の力によって打倒された後、タイの中国への接近は加
速した。この事件の直後から、学生運動の社会的な地位が高まり、国会において左翼の政治家が台頭す
ると同時に、軍部の地位が低下した。この間、学生団体が抱く憧れの中国というイメージが強くなった。
このような政治状況のなかで、ククリット首相はタイ中国交正常化を政策として掲げ、1975 年 7 月にこ
れを実現した。しかし、左派の台頭は、右派と言われる軍部の警戒を招き、右派組織が軍部の下で結成












 1989 年に中国で天安門事件が発生し、1990 年代に入ると、南シナ海問題、歴史問題などをきっかけに

























第 2節 比較から見られる特徴  
 タイ社会の対中認識には、どのような特徴があるのかという問題意識に対して、本研究は、比較の視
点を設けた。比較の対象は、それぞれの時代に対応するタイの日本、アメリカ認識と、ASEANの一部の

















 具体例を挙げると、対中政策のなかには、第 1 章で取り上げた戦前から続いていた大国に対する姿勢













































果でもある。 	③ 目立った領土問題がなく、歴史認識をめぐる紛争が存在しないことと、中国に対する「配慮」 














第 3節 中国認識に影響する 4つのフィルタ  ー
 認識の変遷をもたらした要因は何かという第 3 の問題意識に対して、本論文は 4 つのフィルターを手
がかりとして設定した。すなわち、国際情勢、国内情勢、タイ中関係の状況、そして文化である。ここ
で、それぞれのフィルターの機能を記述したい。 
















































































 まず、1960 年代〜1970 年代において、タイ社会もイデオロギーの影響で、「右派」と呼ばれた軍部と、
「左派」のレッテルを貼られた学生運動、外務省の官僚、一部の知識人との間の対立が激しかった。各
グループが信仰するイデオロギーが異なり、彼らの中国に対する認識も異なっていた。 












いう資料に基づいて下記の表を作成した。1932 年から 2000 年まで、クーデターは 11 回、民衆デモによ





                                                        
1 1965年に組織された共産主義抑圧活動司令部（Communist Suppression Operations Command (CSOC) ）はその後身であり（第2
章で言及）、1974年に国内治安維持本部(Internal Security Operations Command , ISOC)に改名した。（第3章で言及） 
Puangthong Pawakapan. (2017). “The Central Role of Thailand's Internal Security Operations Command in the Post-Counterinsurgency Period”. Trends in 
Southeast Asia, 17. Singapore: Yusof Ishak Institute. 
2 Thamrongsak Petchlertana. (2007). “Kho-Ang” Kanpatiwat-Ratthaprahan Kabot Nai Kanmueang Thai Patchuban: Botwikro Lae Ekkasan［タイ政
治の革命・クーデター・反乱の「言い訳」：資料と分析］. Bangkok: The Foundation for the Promotion of Social Science and 

























































































タノーム首相の自らのクーデタ  ー 主：国を脅す世界情勢と脅威 
次：国と王位の安定 




















































出所：Thamrongsak Petlertanan. (2007). supra note 2. そして13回目は “Prakat Kanaraksa Kwansangob Haeng Chart Chabab Tee 1/2557”［ 国家










































を通して、国民に伝わるというパターンがよくみられた（1973年 10月 14日事件期を除く）。 




















 以上のように、国際情勢、国内状況の変化、タイ中関係の状況、文化という 4 つのフィルターが作用
し合って、タイにおける中国像は形成されたのである。 
 
第 4節 本稿の反省と今後の課題 
 最後に、本論文における分析の結果を踏まえ、今後の課題について整理しておきたい。 




















                                                        
3 Department of Economy and Commerce. (2001). Chin Khao WTO: Okat Lae Phonkrathop［中国のWTO加盟：機会と影響］. Bangkok: 
Department of Economy and Commerce. 
4 Katewadee Kulabkaew. (2009). “Sino-Thai relations during the Thaksin administration (2001-2006)”. Journal of the Graduate School of Asia-Pacific 































 第 3 に、中国の政治、外交により深く言及する必要があるだろう。本研究はタイの歴史、内政を主軸
として内容を展開し、中国の外交や内政についても部分的に取り上げたが、それでも考察が不充分であ
った点は存在する。タイ国内の事件、内政、外交政策の転換を、中国のそれらと比較することによって、
                                                        





























 しかし、2000 年代から今日までの約 20 年間、この変化は国際社会における中国イメージを一変させ
た。海外に渡った中国の観光客の振る舞いは、大国化する中国のイメージに結びつけられる。大国にな
ったことにともなう「傲慢さ」のイメージが、外国のメディアからしばしば指摘される。中国の外交姿
                                                        
7 「魅力攻勢」（Charm Offensive）とは、アメリカの国際新聞記者である Joshua Kurlantzickが、『Charm offensive: How China's Soft 






して実施された。Joshua Kurlantzick (2006) “China’s Charm Offensive in Southeast Asia”. Current History, 105 (692), pp. 270-276. 
8 Chen, Ian Tsung-Yen and Yang, Alan Hao. (2013) “A Harmonized Southeast Asia? Explanatory Typologies of ASEAN Countries’ Strategies to the Rise 
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